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  B.O.M.Newsletter #400web
                                             2014 年 2 月 11 日

　2014 年もあれよあれよという間に１ヶ月半が過ぎて
いきます。一刻一刻、日々、毎日を充実して過ごしたい
と思いつつ、時間は飛んでいきます。
　ニューズレターが 400 号です。配信、……というか、
ガリ版刷りで書きはじめたのが、ブルーグラス 45 の米
国ツアーを終えて帰国してからだから、1971 年だっけ？
　そのときから、毎月真面目に出していれば、もう 500
号になんなんとしているはずだ。1983 年にはじめたムー
ンシャイナーが今月で 364 号なのだから、今月のレター
が 400 号というのは、いかに若い頃にサボっていたのか
……正直、そんな真面目に出すよりも、サボりながらエー
カゲンになってしまうことこそ、わたしの音楽観のキモ。
　芸術音楽（ものすごい技術）や大衆音楽（ものすごい
共感）とはまったく別感覚の民衆音楽（ものすごい生活
感）、つまり権威や商売とは一線を画す自分の意識だけ
が頼りの音楽、そんな中で時間が止まればなんて幸せな
んでしょう……!?
　……少なくとも、いい音楽と一緒にいるときだけは、

「時間よー止まれ！」といきたいものです。みなさん、
いい音楽と一緒にいますか？　……今年もできれば、そ
のお手伝いをさせて下さいネ。

　2014 年 4 月 1 日から消費税が増税されます。本体価
格の変更予定は致しておりませんが増税分は我々も、ま
たお客様にも負担をお願いせねばなりません。4 月 1 日
出荷分より新税率にてのご請求となりますがご理解の程
をお願いいたします。

◆月刊ブルーグラスジャーナル「ムーンシャイナー」
　創刊 31 年目、最新２月号 (¥525-) は、関東のバンド、
ブルーサイド・オブ・ロンサム「in Oklahoma」のカバー
ストーリーほか、ノースカロライナってどんなとこ？

「アール・スクラッグス生家訪問」、ジム・シューメイト

とビル・モンローとアール・スクラッグスの出会い証言
集、浪花米国南部系ルーツ音楽祭リポート、札幌ブルー
グラス物語り #5「ニューグラスリバイバル来日」、ジュ
ニア・シスクとジョー・マリンズの元ネタ集、丹沢サー
クル「ケンタッキー制覇ツアーリポート」②、日本ブルー
グラス年表 #72「1978-1979 年」、大谷大学「名取綺更」
ほか、日米ブルーグラス情報満載の 40 頁 !!
　月刊ムーンシャイナー定期購読は１年間（12 冊）
¥6,000- 半年間（６冊）¥3,300-。単冊 ¥525-（送料 ¥76-
）。定期購読は購読開始希望月をお知らせくだされば早速
お送りします !!　また情報提供、そしてご自由なテーマ
でのご寄稿など……、なにとぞムーンシャイナーにご協
力を、よろしくお願いします！
　また、４月からの消費税値上がりに伴い、4 月 1 日以
降のご契約 ( ご送金分 ) については年間契約 ¥6,300- に、
半年契約については ¥3,450- と致します。何卒ご理解の
ほど、よろしくお願いします。この機会に、ぜひ定期購
読を、よろしくお願いします！

◆レッドクレイ・ホームレコーディング・スタジオ
　ビンテージマイクなどの機材と最新デジタル技術、そ
して 40 年のブルーグラスビジネスで集積したノウハウ
で創るレッドクレイ・ホームレコーディング・スタジオ
のサウンド、あなたやあなたのバンドの録音もいかがで
すか？　記念の録音から CD 制作まで、ご遠慮なくお問
い合わせください。

■全国イベント・カレンダー
　以下、ムーンシャイナー誌 12 月号に寄せられたイベ
ントです（個別バンドのライブ＝来日＆国内ツアー／企
画物以外＝は誌面にて）。
◆やぎたこ
　ルーラル・アメリカンな男女オールドタイム・デュオ
２月 15 日（土）池袋、ポルカドッツ 03-6666-2122
２月 19 日（水）東京、Woodstock Cafe(03-3233-8015)
２月 22 日（土）飯田、ふぉの 0265-52-6459
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３月１日（土）津山、たる 0868-32-9322
３月２日（日）広島、ケンタウロス幟町店 082-221-7330
３月 21 日（金）伊万里、A-TRAIN
３月 22 日（土）長崎、ワインバー田舎 095-823-9938
３月 29 日（土）東京大森、風に吹かれて 03-3763-6555
３月 30 日（日）富士、EN(0545-71-9048)
総合 （問）yanagi_yagitako@yahoo.co.jp
◆２月 15 日（土）東京「レッド・ジンジャー／グリーン・
ライト・リズム／りっきー＆ふぁにー・ぼーいず」銀座、
ロッキー・トップ 03-3571-1955
◆２月 15 日（土）奈良「第 10 回奈良ブルーグラス・ナ
イト」橿原、music cafe Anges(0744-35-4018)。第 10 回
記念ゲスト：BGIM( ブルーグラス有識者会議 )。（問）塩
田 js3ohh@mahoroba.ne.jp
◆２月 22 日（土）愛媛「シャギーマウンテンボーイズ」
西条市、ホテルユニバース (0898-64-3100)。６時半、食
事とライブ ¥4,000-
◆２月 27 日（木）愛媛「松山ブルーグラス会」松山市
一番町、Y's Cafe（ワイズカフェ、089-933-5075）
◆３月１日（土）愛知「ブルーグラスミーティング 2014
春」北名古屋市総合福祉センター内もえの丘。14時、無料。
地元社会人や名大若手など多数出演（問）オールザット
グラス http://homepage1.nifty.com/allthatgrass/
◆３月１日（土）兵庫「第 55 回三田ブルーグラスナイト」
三田市中町 Key Largo (079-562-6080)、19:30 ～

★日米共通のブルーグラスコミュニティを元気にする標
語は、「Buy Studio Releases! ...and Go to Live Shows!!」。
……日本の所得税を払わない米国籍企業より、所得税を
払いたいッ！ムーンシャイナーに広告出向している日本
ブルーグラス企業たちのサポートをよろしく、ね !!

 今月の特選作品
（今、スタッフ一押し話題作ダイジェスト）

ROU-11622 TONY RICE『58957:The Bluegrass 
Guitar Collection』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
  昨秋、IBMA( 国際ブルーグラス音楽協会 ) から、名誉
の殿堂入りをしたフラットピッキンギターの世界を変え
たトニー・ライス、自身のギターのシリアルナンバー（前
のオーナーはクラレンス・ホワイト）を冠した 2003 年
発売のブルーグラスフラットピッキン 21 曲集。ムーン
シャイナー 11 月号で詳報された奇跡のスピーチ――19
年間失っていた昔の声を取り戻す瞬間――が大きな感動
を呼んだのもつかの間、12 月に発表され同１月号と２月
号で報じられた上腕骨外側上顆（テニス肘）のため、ギ

ターを弾けなくなったことによる信じられない米国トッ
ププレイヤーの「生活苦」から基金の創設という事実。
……ネット社会であらゆるものが、例えばトニーの録音
が、手軽に手に入ることの副作用で、メジャーではない
音楽が被る被害の典型とも言える悲劇であろうか？　社
会の真実／本質を理解するブルーグラスコミュニティで
あって欲しいと思う。

GH-01 MULE PROJECT CD¥2,625-（ 本 体
¥2,500-）
Farther Along/Good-Bye Old Pal/In Despair/True 
Life Blues/California Is Nicer Than You/Why Do You 
Treat Me Like You Do/Yellow Moon/Wheel Hoss/It's 
Mighty Dark To Travel/Rocky Road Blues/Catch The 
Wind/Marmalade Sky/Follow The Trail/Toy Heart/
Itsumademo/Farther Along. 15 曲
　1998 年、奥沢明雄 (g) が中心となり、関東のブルーグ
ラス・スーパーピッカー、西海孝 (bj)、茂泉次郎 (f)、海
宝弘之 (m)、林典明 (bs) が集結、発表した唯一のアルバ
ムである。ビル・モンロー曲を中心に、オリジナルも含
め、トラッドとプログレを行き来しながら素晴らしいア
レンジで聴かせ、米誌ブルーグラス・アンリミテッド誌
でも絶賛された秀作である。制作者宅の押し入れ (!?) か
ら発掘された残りわずか、日本ブルーグラス史に記憶さ
れる貴重盤である。売り切れ、ゴメン !!

 新入荷ダイジェスト
（スタッフ強力お勧め作品の収録全曲目やアーティスト
の基本情報なども含む詳細解説はレターの最後尾「月刊
ムーンシャイナー」誌紹介の後ろです）

■ブルーグラス新入荷
BYGF-9122 V.A.『Herschel Sizemore: Mandolin 
in B, A Tr ibute to a Bluegrass Legend』
DVD¥2,888-（本体 ¥2,750- 55 分）
　1979 年、デル・マッカーリー来日時のメンバーでの
演奏とインタビューではじまる本編、ハーシャル・サイ
ズモアという、ブルーリッジ地方のマンドリン界で圧倒
的な影響力と支持を受けるミュージシャンズ・ミュージ
シャン。近年は「Key of B」のマンドリン名曲にしてジャ
ムスタンダード “Rebecca” の作者として知られる彼が
ガン宣告を受けたため、2012 年 2 月 19 日、仲間や彼を
慕う若者たちが集まって開かれたベネフィットコンサー
トの模様と、彼の経歴や人となり、すなわちそのスムー
スさとトーンを紹介するビデオ。デル・マッカーリーや
セルダム・シーン、ブッチ・ロビンスとジョン・ロウレ
ス、ジョン・サミー・シーラーと旧ジョンソン・マウン
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テン・ボーイズなど、９セッションによる演奏９曲と、
パンチブラザーズとしてコンサートに出演していたクリ
ス・シーリーをはじめ、デビッド・グリスマン、J.D. ク
ロウやドイル・ローソンらのインタビュー。DVD の売
り上げはハーシャル・サイズモア名義でブルーグラス・
トラストファンド（IBMA が創設した互助基金）に寄付
される。ブルーグラス詳細説明参照。

ACD-81 OLD & IN THE WAY『Live at the 
Bording House: Complete Shows』CD ４枚組
¥5,775-（本体 ¥5,500-）
　強烈お宝アルバムセット発売！　バッサー・クレメン
ツ (f)、ジェリー・ガルシア (bj)、デビッド・グリスマン (m)、
ジョン・カーン (bs)、ピーター・ローワン (g) によるオー
ルド＆イン・ザ・ウェイの 1973 年 10 月１日と８日の２
日間、サンフランシスコのヒッピーのたまり場、ボーディ
ングハウスでのライブ全 55 曲（未発表 14 テイクを含む）
が完全に収録された決定盤。1975 年発売時には全米総
合アルバムチャート 99 位をヒット、そののちも 2001 年
に 700 万枚を売った『オーブラザー』のサントラに抜か
れるまで、デッドヘッズ（ヒッピーやヤッピー）たちを
中心に売れつづけ、ブルーグラス／ニューグラスのもっ
とも売れたアルバム（現在廃盤）といわれた 10 月８日
の 10 曲も、当然すべて含まれている。演奏もさること
ながら、その時代と存在自体がブルーグラス史上に大き
な意味持つ、今や本質的なトラッドグラスバンドである。
おっと、われらが小森谷巨匠の写真が素晴らしい !! 収録
曲リストほか、詳細解説参照。

REB-1850 RALPH STANLEY & RALPH 
STANLEY II『Side by Side』CD¥2,573-( 本体
¥2,450-)
　今や米国人間国宝ラルフ・スタンレー (87)、最新作は
息子ラルフ二世との初めて名前を並べた素晴らしいコラ
ボだ。一曲目のトラッド "Wild Bill Jones" ほか、カーター
ファミリーの "Darling Little Joe"、モンローとフラット
＆スクラッグスのオリジナルブルーグラスバンドも取り
上げたアーネスト・タブの "Are You Waiting Just For 
Me"、スタンレーブラザーズ時代の名曲 "A Little At A 
Time" や “Six Months Ain't Long” など、すばらしい選
曲と演奏は揺るぎないスタンレーサウンドである。収録
曲リストほか詳細解説参照。

UM-07 RHONDA VINCENT『Only Me』CD ２
枚組 ¥2,888-（本体 ¥2,750-）
　ブルーグラス・クィーンという称号にたがわぬ完璧
なブルーグラスを聴かせる１枚目と、カントリーの２
枚目の２枚組、各６曲全 12 曲ながら、くっきりと音楽

意図を分けたロンダ・ビンセントの最新作。ブレント・
バークの強烈ドブロほか、ジョッシュ・ウィリアムズと
ハンター・ベリー、アーロン・マクダリスら若手の強
烈テクと完璧ハモに、なーんとウィリー・ネルソンが
ゲストのブルーグラス。一方、カントリーはむせぶス
ティールとフィドルなど邪魔をしないバックアップで
“Once a Day”、“Beneath Still Waters”、“Bright Lights 
& Country Music” ほか、名曲カバー中心。彼女は、違
う意見のようだけど……、明らかにバンドサウンドで出
来上がるブルーグラスと、シンガーの歌唱力がすべてと
言っていいカントリー、善し悪しではなく音楽の目的が
違うことがよく分かる２枚組。もちろん、ともに完璧！
　ブルーグラス詳細解説参照

MFR-130620 CHURCHMEN『Mercy Road』
CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
In The Twinklin' Of An Eye/Bread & Water/One 
Hundered White Horses/Little White Church in the 
Valley/Vision of the Promised Land 他全 12 曲
　バージニア州コリンズビルを本拠にするブルーグラ
ス・ゴスペルバンド、1994 年のデビュー作以来すでに
20 年のキャリアを誇る、その名もチャーチメンの最新
第７作。ドイル・ローソンとクイックシルバーが 1980
年代にあたらしいマーケットとして開拓したブルーグラ
スゴスペルは今や、サザンゴスペルの中にしっかりと位
置を占めている。ブルーグラスアンサンブルの粋、典型
的には５本の楽器と４声のハーモニー、つまりほぼ全員
の能力がフル活動、バンジョー、マンドリン、ギター、
ベースの４人組にロン・スチュワートをフィドルに迎え
て、20 年のキャリア通り安定したバンドアンサンブルを
聴かせる。ベッキー・ビューラーの新曲をタイトルに、
オリジナルを中心にスタンダード “Little White Church 
in the Valley” やスタンレーの “Vision of the Promised 
Land” など、ストレートブルーグラス。

PATUX-247 FRANK WAKEFIELD & TAYLOR 
BAKER『& Friends』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
　偉大なるマンドリン奏者フランク・ウェイクフィール
ド (79) の最新作は、まるで孫のようなテイラー・ベイ
カーとの心温まる上質な……つまり、優しくシンプルな
音の会話するようなマンドリン好き＝楽器好きにはたま
らない秀作。そのゴツゴツとしたフランクの音楽魂が、
フォスター “Beautiful Dreamer” や “My Old Kentucky 
Home”、フォーク “Red River Valley” や “Home Sweet 
Home”、フィドルチューン “Golden Slipper” や “Arkansas 
Traveler” ほか、「双頭の鷲」、「若き日のマギー」、「ビ
ア樽ポルカ」、「赤い翼」ほか、超スタンダードなアメリ
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　まだ 17 歳のクラレンス・ホワイトが 1962 年１月に録
音、同年 10 月に発表されたケンタッキーカーネルズが
全編をバックアップするジョー＆ローズリー・メイフィ
ス超貴重 LP の初 CD 化である。デビュー作『Bluegrass 
America』（M-109 ¥2,888-、62 年９月録音 63 年 10 月発表）
と同様、ローランド・ホワイトが兵役のために不参加で
クラレンス・ホワイト、ビリー・レイ・レイザム、リロイ・
マック、ロジャー・ブッシュのカーネルズに、ジェリー・
サンダースのフィドル、ジョーはギターとバンジョー（お
そらくオートハープとマンドリンも）を弾いている。折
からのフォークブームを受けて作られたブルーグラス作
品、「弦楽器の王様」とか「早弾き」で知られたジョー・
メイフィス、彼の保護と推挙で世界を広げていったカー
ネルズとクラレンスにとって、またそのファンにとって
は重要な作品である。３曲のボーナスと３分ほどのクラ
レンスがチラッと写る映像（コンピュータのみで再生可
能）がオマケ。ブルーグラス詳細説明参照。

■カントリー新入荷
CHROME5007 V.A.『Maverick Country』CD ４
枚組 ¥4,463-（本体 ¥4,250-）
　「一匹狼カントリー：本物カントリー集の決定盤」と
題された、広義のカントリー音楽（オールドタイム／
フォークソング／ブルーグラス／ロカビリー・ロックン
ロールなどを含む米国南部白人音楽全般）の歴史のはじ
まり……、ちょうど 90 年前の 1924 年から 1950 年代半
ば――レコードとして全米で最初に認められ（ヒットし）
た南部のフォークソングからロカビリーの生まれる直前
まで――カントリー音楽がルーツ音楽としての側面であ
る荒くて生々しい感情を強く保持していた時代――イギ
リス制作ならではのレーベルを越えた 100 曲＋ 64 頁冊
子が見事である。「カーター・ファミリーやジミー・ロ
ジャーズから、ハンク・ウィリアムズとボブ・ウィルス
を経由してジョニー・キャッシュやパッツィ・クライン
まで、これが本物のカントリー音楽である」とコピーに
曰く。アーリーカントリーからクラシックカントリーの
決定盤。収録曲リストほか、詳細解説参照。

■映像モノ新入荷
KMA-0011D LOU REID & CAROLINA 『20th 
Anniversary Concert: Live at the Down Home』
DVD¥3,625-( 本体 ¥3.500-)
　セルダムシーンでは 62 歳という若さで早世したジョ
ン・ダッフィ (1934-1996) のパートを完ぺきにこなすルー・
リード。シーンと並行して活躍する彼自身のバンド、カ

カンメロディで、「音の本質」をさとすように聴かせて
くれる秀作。詳細解説参照。

RCSI-1102 IRENE KELLEY『Pennsylvania 
Coal』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
　一曲目の出だし、このベースとバンジョーを聴いただ
けで、「ウッ！」と引っかけられてしまう素晴らしいサ
ウンド、そしてクレア・リンチと同系のとてもやわらか
なベルベットボイスのアイリーン・ケリー。「えっ？誰
だって、バックは !?」……いや、ま、言っちゃえば当た
り前なんですが、マーク・フェイン (bs)、ブライアン・サッ
トン (g,bj)、ステュアート・ダンカン (f)、アダム・ステッ
フィ (m)、リン・ウィリアムズ (perc) が基本バンドだから、
ネ。コーラス陣には、クレアのほか、ロンダ・ビンセント、
デイルアン・ブラッドリー、トリーシャ・イヤーウッド
ほか有名男性陣。ブルーグラスベースのポップなアコー
スティックは、キャリアがありながら無名だが、子育て
を終えて戻ってきたベテラン女性ブルーグラッサー、強
力お勧めのメチャ素晴らしい秀作である。ブルーグラス
詳細解説参照

B C R - 038  L A R R Y  E F A W A N D  T H E 
BLUEGRASS MOUNTAINEERS 『She Left Me 
Standing On A Mountain』CD¥2,573-（本体
¥2,450-）
She Left Me Standing On a Mountain/Little Mountain 
Home/Eight Steps Toward the Lord/Let the Whole 
World Talk/The Beautiful Shore/Silver Bells/Our 
Darling's Gone/One Kiss Away from Loneliness/Waves 
On the Sea/Will He Wait a Little Longer/Give Me 
Time to Think It Over/Sea of Regret/Broken Heart and 
a Worried Mind/Don't You Call My Name/Old Brown 
County Barn. 15 曲
　質実剛健、清く正しいトラッドグラスのあるべき姿
……、と言いたげなオハイオのバンド、ラリー・イーファ
ウと、その名もブルーグラス・マウンテニアーズ。ドラ
イブのかかったギター＆ベースのリズムに、硬質なバン
ジョーとマンドリンが主張し、その間をフィドルが縫っ
ていく。上記スタンレーをメインに、カーターファミ
リーからモンロー、ジム＆ジェシー、ブルーグラス・ス
タンダードと控え目な 1/3 のオリジナル。これこそ、ジョ
ンソンマウンテンボーイズ以来、復活させようと多くの
ミュージシャンが取り組むトラッドグラスファンにお勧
め、お山のブルーグラスなのじゃ……!!　

PCR-6039 ROSE LEE & JOE MAPHIS WITH 
THE KENTUCKY COLONELS featur ing 
CLARENCE WHITE CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
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ロライナが 20 周年を記念して昨年発表したライブの
DVD 映像盤。キー of “B” のブルーグラス賛歌 “Grass 
Lover” ではじまり、アカペラゴスペルからスタンレー、
そして長いルーのキャリアで知られるヒット曲など、軽
快／快調な標準５人編成のソリッドグラスのライブ。解
説は次号にて……

CCD-PW21 PORTER WAGONER SHOW『Vol. 
21』DVD-R¥2,573-( 本体 ¥2,450-、２時間以上
収録 )
　1960 年から 1981 年まで、なんと 686 本の 30 分番組
を残した「ポーター・ワゴナー・ショウ」、すでに紹介
した 20 巻につづく第 21 巻から第 24 巻までの４巻（各
６番組収録）が新発売となったので順次紹介しよう（在
庫あり）。ショウ（正味約 22 分）はポーターのウェルカ
ムソングからゲストの歌、ポーターのバンド、ワゴンマ
スターズのインスト（マック・メゲーヘのフィドル、ブ
ルース・オズボーンのエレキら）、レギュラー女性シン
ガーの歌（前半は 1974 年までのドリー・パートン、後
半３番組は 1976 年以降のリンダ・ムーア）、ポーターの
歌、コメディ、ポーターのゴスペル歌、そしてゲストの
歌で終わる。　第 21 巻の本作に登場するゲストは、グ
ランパ・ジョーンズ、ダグ・カーショウ、ビル・フィリッ
プス、ラリー・キングストン、サンディ・バーネット＆
ジャック・ケリー、リンダ・ネイルら。本作の目玉はや
はり若き日のドリーが歌う 1973 年の“Jolene”とつづく“I 
Will Always Love You”（ともに1974年アルバム『Jolene』
収録）など。楽器が大きな位置を占めるブルーグラスと
違って、「歌とスター」が中心のカントリーゆえに、古
さは否めないが、それだけノスタルジックで、1970 年
代はじめのアメリカの田舎エンタメが詰め込まれた映像
集。お宝があちこちで見つかる (!?) 旧譜 20 巻もお問い合
わせください。

CCD-WBS5 WIBURN BROTHERS SHOW『Vol. 
5』DVD-R¥2,573-(本体¥2,450-、２時間以上収録)
　なんと！ 18 歳のラリー・マクニーリーが登場という
驚きの 1966 年 12 月の収録を含む 1960 ～ 70 年代のカン
トリー TV 番組シリーズ、ウィルバーン・ブラザーズが
ホストの番組、すでに紹介の４巻につづいて最新の第５
巻が発売だ。デッカ／ MCA 系のアーティストを中心に
1963 年から 1974 年までの 10 年間に 354 本の 30 分番組
を流した同シリーズを６番組ずつ収録する本作、毎回の
レギュラーには女性シンガーにロレッタ・リン、コメディ
にバンジョー奏者のハロルド・モリソンらと、何よりも
バディ・スパイカーのバックアップを含めた見事なフィ
ドルが聴きモノ（ドン・ヘルムズとハル・ラグらのス

ティールギターも）の抜群のバックミュージシャン（ベー
スとソックリズムギターだけの趣味の良さ）が素晴らし
い。そしてゲストにはオズボーン・ブラザーズ (1967 年 )
ほか、ナット・スタッキー (66)、バーバラ・マンドレル (74)、
デビー・ロリ・ケイ (66)、ロニー＆ビッキー (67)、ジィミー・
ライアン＆ビリー・パーカー (69)。オズボーンズは “Roll 
Muddy River” と “Hey, Hey Bartender”。カントリー
音楽が巨大産業になる直前、まだ「カントリー」だった
時代のノスタルジーを堪能できる素晴らしい DVD 映像
シリーズ。お宝があちこちで見つかる (!?) 旧譜４巻もお
問い合わせください。

 最近作/お勧め作、再入荷ダイジェスト
（すでに新入荷で紹介済の作品たちです）

■月刊ムーンシャイナー特集／関連作品
（最新２月号特集アーティストたちの作品です）

BSOL-001 BLUESIDE OF LONESOME『Let 
Us Travel, Travel On』CD¥1,000-( 本体 ¥952-)
　ムーンシャイナー最新２月号は現在の関東を代表する
ブルーグラスバンドのひとつ、ブルーサイド・オブ・ロ
ンサムのカバーストーリー。本作は彼らが 10 月はじめ
の渡米に合わせて発表した 6 曲入りデビューミニアルバ
ム。関東ブルーグラスの大ベテラン、笹部益生 (g,v)、加
藤保久 (m,v)、早川流吉 (bj,v)、手島昭英 (bs) の４人に、
若手フィドラー手島宏夢 (f,v) が参加、ブラザーデュオ
“Let Us Travel On” からブルーグラススタンダードの
ゴスペル “Cryin' Holy Unto The Lord”、そしてモンロー
インスト “Old Dangerfield” からジョン・ハートフォー
ド “Steamboat Whistle Blues” まで、フレッシュなブルー
グラスサウンドに、カントリーシンガー坂本愛江が加わ
り、オズボーンばりのカントリーアレンジ “Please Help 
Me I'm Falling” やハーモニー “Pathway Of Teardrops”
など、飽きさせないレパートリー。このデビュー作で
もそんな様々な切り口をショウケース風に聴かせてくれ
る。日本のベテランブルーグラッサー、ここにあり！と
いうストレートなブルーグラス作品だ。
SKY-001A 坂本愛江『Someday』¥2,500-( 本体 ¥2,380-)
　そんなブルーサイドに参加しているカントリーシン
ガー、坂本愛江（よしえ）のデビューソロ（ムーンシャ
イナー誌 2013 年６月号特集）。クリス・シャープと笹
部益夫のプロデュースによるデビュー作はストレート
なカントリー／スタンダード作品。オウブリー・ヘイ
ニーの抑制の効いたフィドルとスミス・カーリーのペ
ダルスティールとドブロ、ガスリー・トラップのエレキ
ギターとマンドリン、キーボード奏者デイン・ブライ
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アント、そして生ベースの第一人者デニス・クロウチ
らが創る典型的なホンキートンクカントリーのサウン
ドをバックに、ストレートに歌いつづる。ゴスペル名
曲 “In the Garden”、ノーと言えるリベラルな南部女性
ロレッタ・リンの “Blue Kentucky Girl” や “You Ain't 
Woman Enough” ほか、レイ・プライス “My Shoes 
Keep Walking Back to You”、ジョージ・ジョーンズ “If 
My Heart Had Windows”、バック・オウエンズ “Under 
Your Spell Again” などに、父、坂本孝明とのデュエッ
ト “We Must Have Been Out of Our Minds”（ジョージ・
ジョーンズとメルバ・モンゴメリーより）、そして最後
は明るいスタンダード “We'll Meet Again” で綴じるア
ルバム、気持ちのいいカントリー／スタンダード作品だ。

DS-011 BYRON BERLINE『Thanks B i l l 
Monroe』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
Monroe Medley/Can't You Hear Me Cal l in/Old 
Dangerfield/Georgia Rose/You'll Find Her Name Written 
There/Bluegrass Breakdown/Blue Moon of Kentucky/
Molly and Tenbrooks/Used To Be/Sweet Blue Eyed 
Darlin'/Lonesome Moonlight Waltz/Uncle Pen/Gold 
Rush/Rawhide.
　以上の全 14 曲、"Virginia Darlin'/Road to Columbus/
I'm On My Way Back to the Old Home/"という同じコー
ド進行のモンロー・メドレーではじまる、ブルーサイ
ドを米国に迎えたバイロン・バーライン・バンド (BBB)
によるビル・モンロー曲集。ウエストコーストのブルー
グラスやカントリーロックをリードしてきたバイロン・
バーラインの、フィドルにも表われるクリアなノリがモ
ンローの毒気をサラッと流し、サンダンス色に染まる楽
しい作品だ。自身のフィドルとマンドリンに、ジョン・
ヒックマン (bj)、クラレンス系の趣味のいいジム・フィッ
シュ (g)、グレッグ・バージェス (g,f)、リチャード・シャー
プ(bs)といった現在のBBBを中心に、1985年のL.A.フィ
ドル・バンド（ジョン・ヒックマン bj、ロジャー・リー
ド g、スキップ・コノーバー d、デニス・フェチェット f、
ドン・ウェーリー bs）のふたつのセッションに、デビッ
ド・グリアを迎えた "Gold Rush"（アンコールとしてデ
ビッドの父ラマーとのショートバージョン）と、バイロ
ンが絶好調の "Rawhide" のライブが収められている。

B000007002 FLATT & SCRUGGS『Complete 
Mercury Recordings』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　ムーンシャイナー２月号でも１月号につづいて、昨
秋亡くなったジム・シューメイトのフィドルに焦点を
当てた「フォギーマウンテンフィドル」特集の２回
目。歴史に残るのは天才的な２曲 “We'll Meet Again 

Sweetheart”と“Cabin In Caroline”をフラット＆スクラッ
グスの 1948 年、第１回録音で遺したジム。本作はその
２曲をはじめ全 28 曲、フラット＆スクラッグス初期マー
キュリー録音のすべてである。ブルーグラスファンたる
もの、ぜひ知っておきたいブルーグラス音楽の（あまり
に演奏技術レベルが高いが）基本でもある。

HER-651 JIM SHUMATE 『Collection Volume 
1』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
　上記、たった２曲だけを有名バンドに残して地元で家
具セールスマンをまっとうした伝説的フィドラー、ジム・
シューメイト。しかし、むかし取った杵柄、地元で演奏
を続けていたという。そんな彼を 1992 年、ゲイラック
スのレコード会社ヘリテイジが採算度外視で録音、その
のち合計５本のカセットアルバムを発表、そこから 24
曲を選んで 1999 年に発表された作品がこれ。最初の 92
年録音時でも 71 歳、そのブルーグラス魂溢れんばかり
の覇気は素晴らしいが技術的には衰えは仕方ない。それ
でも、フィドルチューン 19 曲、歌物５曲からは、アー
サー・スミス伝来のブルージーな左指の表現と弓さばき
からブルーグラスフィドルが生まれていく過程を垣間見
る気がする。ブルーグラスの歴史に敬意を表したい。

CO-3526 FIDDLIN' ARTHUR SMITH & HIS 
DIXIELINERS CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　ジム・シューメイトが説くブルーグラスフィドルの素、
フィドル奏者必聴、ナッシュビル・フィドルの基礎を創っ
た偉大なフィドラー、アーサー・スミス。1937 年から
40 年の録音。バックアップにはビル・モンローのブルー・
グラス・ボーイズ（ビルはいない）やデルモア・ブラザー
ズら。

ACU-RS3 RON STEWART『The Fiddlers of 
Flatt & Scruggs』DVD 教 則 ¥5,198-（ 本 体
¥4,950-、67 分、楽譜付）
The Girl I Love Don't Pay Me No Mind/We'll Meet 
Again Sweetheart/My Cabin in Carolina/No Mother 
or Dad/Why Don't You Tell Me So/Earl's Breakdown/
Thinking About You/Honey You Don't Know My Mind/
Foggy Mountain Special/Let Those rown Eyes Smile at 
Me/Shuckin' the Corn.
　ジミー・シューメイトの "We'll Meet Again Sweet 
Heart"（key of B）の完全コピーをはじめ、ムーンシャ
イナー１～２月号特集「フォギーマウンテンフィドル」
の系譜やもうひとりの特集ポール・ウォーレンなど、お
馴染の録音でいかにフィドルが弾かれていたか、現在に
至るブルーグラス・フィドル奏法の一翼を担った歴代フ
ラット＆スクラッグスのフィドラーたちのすばらしいイ
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ントロや間奏の数々をロン・スチュワートが、手取り足
取り教えてくれる中級者以上向け教則ビデオ。シビアな
フィドラー、必見ビデオ！

■特集：知っておきたい #7
 　「ジュニア・シスクとジョー・マリンズ共演作『Hall 
of Fame Bluegrass!』元ネタを訪ねて」

REB-1854 JUNIOR SISK & JOE MULLINS『Hall 
of Fame Bluegrass!』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
　２月号の「知っておきたいシリーズ」は、話題のトラッ
ドグラス作品、ボーカルとギターのジュニア・シスクと
テナーとバンジョーのジョー・マリンズ共演作でカバー
した曲の出自を追った「温故知新」特集。オズボーンと
レッド・アレンの１曲目から、マック・ワイズマン、ビル・
クリフトン、ビル・モンロー、ジミー・マーティン＆ポー
ル・ウィリアムズ、チャーリー＆カーリー・レイ・クラ
イン（ロンサムパインフィドラーズ、フランク・ウェイ
クフィールド）、ドン・レノ、J.D. クロウ、ドック・ワ
トソン、デル・マッカーリー、カーター・ファミリー、
フラット＆スクラッグス、ジム＆ジェシーの IBMA 名
誉の殿堂入りした 13 組の渋いシブイ 13 曲のオリジナル
を紹介している。バージニアのブルーリッジど真ん中出
身のジュニアとオハイオ・ブルーグラス（アパラチアよ
り濃い !?）の伝統を継ぐジョーのふたりに、ジェイソン・
カーターの入魂感情炸裂フィドル、ジェシ・ブロックの
頭脳マンドリン、そしてマーシャル・ウィルボーンの落
ち着いたベース。ジュニアとジョーのデュオをメインに
曲によってはトリオやカルテットもある。まさに知る人
ぞ知る「これがアーリーグラスだ！」協演、ストレート
なブルーグラスファン必携作品 !!

■ムーンシャイナー１月号レビュー紹介作品
COMP-4616 NOAM PIKELNY『Plays Kenny 
Baker Plays Bill Monroe』CD¥2,573-（本体
¥2,450-）
　次世代バンジョーのリーダー、ノーム・ピケルニーが
ケニー・ベイカーとビル・モンローの共演名作を完全コ
ピーした話題のインスト作品。

AC-1910702 ALAN JACKSON『The Bluegrass 
Album』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　カントリーのトップアーティストが初めて挑んだ、さ
すがの出来栄えブルーグラス作品。

ROU-9168 STEEP CANYON RANGERS『Tell 
the Ones I Love』CD¥2,573-(¥2,450-)
　今やノースカロライナを代表するブルーグラスバンド
となったすばらしい若手。ザ・バンドの故レボン・ヘル
ムのスタジオで制作された意欲作。

MNJS-0002 MAREKA & JUNJI『The Rambler』
CD¥2,500-（本体 ¥2,381-）
　城田じゅんじと内藤まれかのアイリッシュをベースに
したアコースティックデュオ最新作。

F H R -1066 T H E S O U T H C A R O L I N A 
BROADCASTERS『Can You Hear Me Now』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　ノースカロライナの飾り気のない原初的なサウンドを
志向する溌剌としたオールドタイム・トリオ。

RCSI-1101 DEHLIA LOW『Tellico』CD¥2,070-
（本体 ¥1,980-）
　昨夏、北海道と関西に現れた素晴らしいアパラチアン
女性シンガー、アーニャ・ヒンクルとノースカロライナ
の仲間たちとのブルーグラス作品。

■ブルーグラス最近作 / お勧め作
MH-1485 THE GRASCALS『When I Get Pay』
CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
　ナッシュビルのライブハウス、ステーションインか
らザ・サイドメン（唯一のアルバムは『Almost Live! at 
the Station Inn』(RC-112 ¥2,573-)）経由で生まれたザ・
グラスカルズ、ミニアルバムを含めて８枚目となる最新
作である。デビューから今年で 10 年、明らかにオズボー
ンブラザーズのノウハウを踏襲、というか……ファンで
あるボビー・オズボーン「ワナビー」のジェイミー・ジョ
ンソン (g) が、オズボーンのメンバーだったテリー・エ
ルドレッジ (g) とテリー・スミス (bs) に、女性バンジョー
奏者クリスティン・スコット・ベンソン (bj)、そしてダ
ニー・ロバーツ (m) にジェレミー・アブシャイアー (f)
といった超一級ミュージシャンが、本作では軽いパー
カッションを伴いながらオズボーンズ同様、一般人にも
聴きやすく、かつクロート筋にはその完璧な音づくりで
唸らせる。全 13 曲中、1975 年のトラック野郎の歌 "Roll 
n Big Mama" 以外の 12 曲は、オズボーンズの完全コピー
"Bluegrass Melodies" ほか、故ハーリー・アレンなどブ
ルーグラス系ライターの著作物で、その権料は全部ブ
ルーグラス関係者に行く。さすが元サイドマンとしての
苦労人だからだろうか……!? 　アルバム全編を通して、
とてもリラックスして楽しめる作り込まれたこの肩の凝
らなさこそオズボーン・ブラザーズの流れに違いない。
楽器、ボーカル、コーラス、どれをとっても完璧な満足
を感じさせてくれる素晴らしいアルバムである。

DTM-025 KRUGER BROTHERS『Remembering 
Doc Watson』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　ドック・ワトソンの恩恵をこうむったアコースティッ
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クミュージシャンは世界中に一杯いる。モンローやフ
ラット＆スクラッグスの影響よりも圧倒的に多いはず
だ。ドックはアパラチアのルーツミュージックを世界に
広めた最大の功労者かも知れない。そのドックの庇護の
下に入ったスイス出身のスーパーピッカー兄弟、バン
ジョー奏者のイェン・クルーガーは現在、バンジョー界
のトップに位置するミュージシャンのひとりで、ギター
奏者のウーベ・クルーガーもまたフラットピッキン達人。
この兄弟にアメリカ人のジョエル・ランズバーグ (bs) が
参加したトリオの有名ドック・ワトソン 14 曲集。1997
年にドックに初めて会って以来、ノースカロライナに移
り住み、その薫陶を受けてきた成果といってもいい――
つまり、トラッドと言われながら、実は超モダンなセン
スの持ち主だったドック――その音楽センスを「グロー
バルなスーパーピッキンに置き換えた」といった風の秀
作である。

PATUX-238 DANNY PAISLEY & SOUTHERN 
GRASS『Road Into Town』CD¥2,573-( 本体
¥2,450-)
　トラッドグラスの至宝ダニー・ペイズリー最新作。
父ボブの時代からつづいたランディ家とのサザングラ
スを 2004 年に引き継ぎ、2008 年の前作『The Room 
Over Mine』(ROU-0589) から、"Don't Throw Mama's 
Flowers Away" が翌年の IBMA 年間最優秀ソングを受
賞、高い評価を受けている 53 歳のダニー（ムーンシャ
イナー 2008 年７月号でカバーストーリー）。そのダニー
がサザングラスのメンバーを一新、あらたなサウンド作
りをはじめた。バンジョーに知る人ぞ知るロールの達人
マーク・ディレイニー、フィドルにはアグレッシヴなダ
グ・ミーク、そしてマンドリンになんとマイケル・クリー
ブランド、エリック・トラウトマンがベースという布陣。
ダニー天性のいてまえ型トラッドグラス・シンギングに、
実に個性派が揃った楽器陣が見事にこたえるすごいテン
ションのトラッドグラス集になっている。選曲もバーン
＆レイ名曲"Cabin on a Mountain"や父が歌ったストレー
トグラス "Margie"、カール・スミスやレイ・プライス（ボ
ブ・ウィルス）のカントリーやデルモア曲にスウィング・
スタンダード、レスター・フラット後期の知られざる
ジョッシュ・グレイブスとの共作、そしてゴスペル・ス
タンダード "I Heard My Mother Call My Name..." で終
わる、トラッドグラスの王道プラス個性派楽器陣のワク
ワクが楽しめるダニー・ペイズリー＆サザングラスの最
新作。

GRR-1003 JACK LAWRENCE 『Arthel's Guitar』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）

　クラレンス・ホワイト大好きの少年だったジャック・
ローレンス、そののちニューディールストリングバンド
からブルーグラス・アライアンスを経て、1980 年代か
ら息子マールを喪ったドック・ワトソンの片腕となった。
自身のルーツであるノースカロライナはもちろん、クラ
レンス・アッシュレー、モンロー／フラット＆スクラッ
グス、ザ・ディラーズ、レノ＆スマイリー、そしてもち
ろんドック・ワトソン……、そんな自身のヒーローたち
からの有名レパートリーやトラッド曲を軸に、ドック、
デビッド・グリスマン、サム・ブッシュ、デル・マッカー
リー・バンドらをゲストに迎えた楽しい朴訥なボーカル
とギターの最近作。近年のパキパキギターじゃなく、こ
うしてジャックのように、誠実に自分のトーンを磨き、
ニカッとするようなフレーズを忍ばせる奥ゆかしさ、ぼ
くと同年のジャックはほんと、思慮深くて、すばらしい
人です。そうそう、タイトルの通り、ドックの D-18 を
ジャックは弾いています。

SKFR-1011 RICKY SKAGGS『Country Hits 
Bluegrass Style』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
Heartbroke/Honey/Crying My Heart Out Over You/
Highway 40 Blues/Uncle Pen/Country Boy/Don't Get 
Above Your Raisin'/Cajun Moon 他全 12 曲
　リッキー・スキャッグスがカントリー界のスターダ
ムに登りつめた 1980 年代の上記、数々のカントリー大
ヒット曲を、現在のケンタッキーサンダーとのアコース
ティック／ブルーグラスで演じ直した 2008 年秀作が２
曲プラスで 2012 年に発売されたモノ。リッキーの記念
すべき最初のナンバーワンヒット、フラット＆スクラッ
グスの "Crying My Heart..."('82) から、最後のナンバー
ワン "Lovin' Only Me"('89) まで、次々とヒット曲がブルー
グラス・スタイルで演奏される爽快さ !!　お楽しみくだ
さい。
　ちなみにリッキー、昨年発表の最新作はブルース・ホー
ンズビーとの凄いライブ『Live: Cluck Ol' Hen』(SKFR-
5004 ¥2,573-)、また 2003 年のすばらしいバンドでのラ
イブ『Live At The Charleston Music Hall』(SKFR-1004 
¥2,573-) で、世界最高レベルのブルーグラスバンドのラ
イブをご堪能下さい。ただただ、凄い！です。

RUR-1108 AMERICAN DRIVE CD¥2,573-( 本体
¥2,450-)
　J.D. クロウが 2012 年一杯でツアーサーキットからの
引退を発表、残されたニューサウスに若手バンジョーの
ジャスティン・ジェンキンズを加えた新バンド、アメ
リカン・ドライブのデビュー作。14 年間、J.D. の右腕
としてニューサウスを支えたリッキー・ワッソン (g) の
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深いバリトン・ボイスとシュアなリードギターは、ト
ニー・ライスを思わせる落ち着きを聴かせる。ドワイ
ト・マッコール (m) のスカッとしたテナーボイスに、マッ
ト・デスペイン (d) とカイル・パーキンス (bs) がニュー
サウス・サウンドを継承。1959 年にモンローにとって
は珍しいチャートヒットなったポール・クレイトン作の
"Gotta Travel On" やドン・ウィリアムズの 1977 年ヒッ
ト "Some Broken Hearts Never Mend" のカバーなど、
トニー・ライス／リッキー・スキャッグス在籍時以来の
ハッピーミディアムなサウンドが快調だ。

COMP-4599 GIBSON BROTHERS『They 
Called It Music』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　2012 ～ 13 年、２年連続 IBMA 最優秀エンターテイナー
を獲得、ブルーグラスの伝統的な手法であるブラザー
デュオを看板に、現在ブルーグラス界の頂点に立ったギ
ブソン・ブラザーズの最新作は、2011 年の IBMA 最優
秀アルバムと最優秀ボーカルグループを受賞した前作

『Help My Brother』(COMP-4549 ¥2,573-) と同様、兄エ
リック・ギブソンとジョー・ニューベリーとの共作をタ
イトルにしたシンプルにして誠実な作品。兄のエリック
(bj) と弟レイ (g)、そしてもうひとりの兄弟とも言えるマ
イク・バーバー (bs) の３人に、バークリー音楽院マンド
リン専攻一期生のジョー・ウォルシュ (m) とクレイトン・
キャンベル (f) の５人組である。かれらの決してやり過
ぎない品のいいバックアップに、特徴的なオリジナルソ
ングとマーク・ノップラーやロレッタ・リン、そしてハ
ンク・ウィリアムズ"Sundown and Sorrow"などのカバー
を見事なブルーグラス名曲にしてしまうなどの選曲も秀
逸。

RUR-1097 MARTY RAYBON『Southern Roots 
& Branches』CD¥2,079-( 本体 ¥1,980-)
　1989 年から 1996 年まで人気カントリーグループ、シェ
ナンドーで数々のヒットを飛ばしたマーティ・レイボン
が古巣のブルーグラスに戻って『Full Circle』(2003 年 )
を発表してから 10 年。2012 年はガンのために療養した
が、昨年はツアーに復帰、この最新作は既発の９曲に、
ケニー・スミス (g)、スーパーマルチプレイヤーのジャ
スティン・モーゼス (bj)、グレン・ギブソン (d)、マーク・
フェイン (bs) での新録３曲の合計 12 曲。シャド・コッ
ブ (f) やデビッド・タルボット (bj)、ブライアン・サッ
トン (g) らを擁した旧録音からはモンローの超スピード
"White House Blues" や "Rocky Road Blues"、そしてア
イドルだったというジミー・マーティンの "Home Run 
Man" や "Prayer Bells of Heaven" そしてジミー調に今風
ドライブをかけたフラット＆スクラッグスの "Down the 

Road" などと新曲で、その説得力の豊かさはさすがメ
ジャーアーティスト。

ROU-9167 RON BLOCK『Walking Song』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-、歌詞付）
　ロン・ブロック 49 歳、もっとも充実する年代に差し
掛かった、ブルーグラス界でもっとも才能のあるサウン
ドクリエーターであり、なおかつもっとも信頼される人
格者のひとり。マッカーリーとスパークスを信奉すると
いうアリソン・クラウスも、精神的には多分にユニオン
ステーションの実質的なリーダーであると想像されるロ
ンの影響を受けていることは間違いないはずだ。おそら
く AKUS 全体がロンのブルーグラス／音楽思想を志向
していると言ってもいいと、わたしは感じている。2013
年発表の本作はバリー・ベイルズ (bs) とステュアート・
ダンカン(f)が全編を押さえながら、マンドリンにはサム・
ブッシュ、シエラ・ハル、マイク・コンプトン、そして
ハーモニーにはケイト・ラズビー、スザンヌ・コックス
やコックス・ファミリー、ダン・ティミンスキとアリソン・
クラウスなどを迎え、変幻自在なロン世界。極論すれば、
フラット＆スクラッグスの DVD シリーズで多くのバン
ジョーピッカーがアール信奉をあらたにした “Shortnin' 
Bread”、この１曲だけでも、ロンのバンジョーとギター

（メチャすごいフラットピッキン！）はもちろん、ステュ
アートとシエラの第一世代ブルーグラスへの理解と愛情
を胸一杯に吸うことができる値打ち !!　、ブルーグラス
アルバムとして、最先端の知覚と完成度を持ったすごい
作品だと思う。ライナーノーツに付された各曲のメンツ
と歌詞を眺めながら、超お勧め !!

■女性ボーカル最近作／お勧め作
SMM-1008 ALICE GERRARD『Bittersweet』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　1960 年代初頭、ビル・モンローの強力な後押しでヘ
イゼル＆アリスとして、初の女性ハイロンサムサウンド
を提示。1970 年代以降、本作のプロデューサーでもあ
るローリー・ルイスをはじめアリソン・クラウスら、女
性ブルーグラス隆盛の基礎を創ったコンビのひとり、ア
リス・ジェラードの最新作。ブライアン・サットン (g)、
ステュアート・ダンカン (f)、トッド・フィリップス (bs)、
ロブ・アイクス (d)、トム・ロザム (m) をバックに、ア
パラチアンバラッドからブルース、軽いスウィング、そ
してホンキートンクなど、「正味」の女性ボーカルを聴
かせてくれるアリスのソロ第３作目。ジャンルに無関係
なアパラチアのムード一杯の、アリスが人生の中で印象
に残った言葉や光景を曲にしたという 10 曲の新曲と３
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曲の再録、アリスの素敵なソロアルバムだ。

CM-2004 THE WHITES『Lifet ime in the 
Making』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　女性ブルーグラス、そしてファミリーバンドの草分け
でもあるザ・ホワイツ。カントリー界で成功した彼らが
2001 年、久々に発表したブルーグラス／アコースティッ
ク・アルバム。ブルーグラス時代のメンバーだったジェ
リー・ダグラスが大活躍、ブライアン・サットンやオウ
ブリー・ヘイニーの手堅いサポートに、エミルー・ハリ
スがカーターファミリーの "Fair and Tender Ladies." で
ハーモニー参加など、もちろん父親バック・ホワイトの
スウィングやマンドリンインスト“Old Man Baker”（ジャ
ム友で親友ケニーに捧げたろう）などに、昔のヒット“The 
Cowboy Lives Forever” ほか、娘シャロンとシェリル
の垢抜けないボーカル……娘婿のリッキー・スキャッグ
スを含むホワイト家の仲の良さ、暖かさが伝わって来る
とってもいいアルバムだ。

RCSI-1101 DEHLIA LOW『Tellico』CD¥2,070-
（本体 ¥1,980-）
　昨夏、北海道から関西を愛娘サチちゃんとフィドルを
背負って訪れたアーニャ・ヒンクル（そのリポート前
編はムーンシャイナー１月号参照）が 2007 年に結成、
2009 年のこのアルバムの成功でマールフェスへの出演
やレベルレコードからの全米デビューをものにしたノー
スカロライナを本拠にした若いブルーグラスバンド、デ
リアロウの自費制作品。アーニャのアパラチアン・ブルー
ス（ブルーリッジ育ちで、大学時代にピードモントブルー
スを学んだという）といった風のハスキーで気だるい系
の魅力的なボーカルを中心に、若者たちがそれぞれのオ
リジナリティを持ち寄って創り上げた労作。アーニャは
昨春のマールフェスでバンドを解散、ドブロのアーロン
らとともに新バンドを結成、名前は本作タイトルと同じ、

「テリコ」というそうだ。

PATUX-228 EDDIE & MARTHA ADCOCK with 
TOM GRAY『Many a Mile』CD¥2,573-（本体
¥2,450-）
Down Where the Still Waters Flow/New Freedom Bell/
He was a Friend of Mine/Two Little Boys/Amellia 
Earhart/Mary Dear/Nightwalk 他全 14 曲
　カントリー・ジェントルメン系の名曲が上記、ずら
りと揃った壮観！　2007 年に来日した三人組、元カン
トリー・ジェントルメンのエディ・アドコックとトム・
グレイにエディ最良のパートナー、マーサの最新作に
は、セカンド・ジェネレーション時代のジーン・ジョン
ソンが参加して「カンジェン」サウンドがマーサの女

性ボーカルに合わせて見事にアレンジされている。2009
年、TV 番組『ザ！世界仰天ニュース』で紹介された難
病を克服、ここでも "Mary Dear" や "Helen"、"Bringing 
Mary Home" で聴かせるエディの歌の上手さとハーモ
ニーにおけるバリトンのすばらしさを含め、バンジョー
とギターを弾き分けるダイナミックなミュージシャン
シップ横溢が、チョッとテンポがスローになったものの、
たまらなくいい。チャーリーやジョンを髣髴させるマー
サの丁寧な発音と発声もすばらしい。もちろん、絶頂期
のような華麗さはないが録音時エディ 73 歳、あのバン
ジョー初のマイナーインスト「ナイトウォーク」もプレ
ゼントしてくれる心意気、そして音楽に対する真摯な態
度、丁寧さが胸を打つ。

HMG-1012 DONNA ULISSE『Showin' My 
Roots』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　カントリーでメジャーデビュー後、ブルーグラス界に
転身したドナ・ユリッシーが昨年夏発表したゴスペル集
以来、最新第７作はブライアン・サットン (g) との共同
プロデュースで自らの音楽ルーツ、夫の従兄弟であるス
タンレー曲の数々ほか、サム・ブッシュとのデュエット
で "Take This Hammer"、現在ヒット中の "Send Me the 
Pillow" からモンローまでをカバー、スコット・ベスタ
ル (bj)、アンディ・レフトウィッチ (m,f)、ロブ・アイク
ス (d)、バイロン・ハウス (bs) ほかでのお楽しみ曲集。

■インスト系最近作／お勧め作
（ボーカル物でもインスト奏者としての評価の高いアー
ティストはコチラにもカテゴライズします）

HDS-701 NORMAN BLAKE/TUT TAYLOR/
SAM BUSH/BUTCH ROBINS/VASSAR 
CLEMENTS/DAVE HOLLAND/JETHRO 
BURNS CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
Sweet Georgia Brown/Take the 'A' Train/Old Brown 
Case/Going Home/McKinley's Blues 他全８曲
　ムーンシャイナー１月号で紹介されたブルーグラスの
ジャズとの出会い、大名盤でもある記念すべき最初の１
枚。1974 年、ハンク・ディーンとジョン・ハートフォー 
ドの肝いりでスタジオに集まったのは高名なジャズベー
シストのデイブ・ホーランドやジャズマンドリンのジェ
スロ・バーンズ、ノーマン・ブレイク とタット・テイラー
……４人を若く向こう見ずなサム・ブッシュとブッチ・
ロビンスがあおり、そして天才バッサー・クレメンツが
暴れ回る。

RCSI-1098 HOMER & JETHRO『Playing 
I t Straight/I t Ain' t Necessar i ly Square』
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ニー・トリシュカ (bj) をゲストにしたモンローっぽいブ
ルーグラス、３曲目はブルース・モルスキーとのデュオ
でオールドタイミーな美しいトラッドのメロディー……
等々、トラッドとオリジナル、いずれも非常に趣味の良
いブルーグラスインストを聴かせる。ケニー・スミスほ
か、アニー・スタニネック（１曲でアレックス・ハーグ
リーブズとすばらしいツインを聴かせる）、ニック・ホー
ンバックルやトム・ソーバーら地元の西海岸系ミュージ
シャンたちが実に趣味の良い抑制の効いた演奏でジョン
の世界を盛り上げる。マンドリン奏者には、ひとつの究
極の奏法として、またブルーグラス／オールドタイム・
ファンにはトラッド音楽とは現在創られているものだと
いう喜びを感じて欲しい、そんなすばらしい作品だ。
　トニー・ライス・ユニットのオリジナルメンバーとし
て頭角を現し、そののちグッドオールパーソンズ、現在
は自身のバンド、ジェイバーズを率いて活躍中。ちなみ
にムーンシャイナー 2001 年５月号（通巻 211 号）にて

「ジョン・ライシュマン来日」(¥525-) のカバーストーリー
がある。

MFR-130625 JASON DAVIS『Second Time 
Around』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　インスト作品ではないが、見事に均一でソリッドな
ロールで今風ソリッドグラスのドライブを主導していく
ジェイソン・デイビスのバンジョーを主役にしたイケイ
ケ！ブルーグラス秀作。ケニー＆アマンダ・スミス、ブ
ルーリッジやグラスタウンなど、現在のブルーリッジ系
ブルーグラスを代表するバンドを経て、現在はトラッド
グラスのトップランナー、ジュニア・シスク＆ランブ
ラーズチョイスのバンジョー奏者の最新第二作。ドン・
レノの "Bully of the Town" を「Key of B」の凄いテン
ションで演じるインストをはじめ、ロン・スチュワート
とのフィドル＆バンジョーで演じるトラッドスタンダー
ド "Liberty"、アーロン・ラムジー (m) の書いた "Ted's 
Tune"、そして最後にそのアーロンを迎えて、「何ぼな
んでもこの速さはないやろ!!」と言いたくなるスッゲェー
超速でのトラッド "Shamrock" といったインストをはさ
みながら、各曲に個性的なボーカリストを迎えて、ラル
フ・スタンレーの "Oh Death" や "Bootleg John"、クリ
ス・クリストファーソン "Darby's Castle"、そしてジュ
ニア・シスクを迎えてのカーター・ファミリーの "Just 
Another Broken Heart"（これまた超速 !!）など全 13
曲、ロンのフィドルほか、ものすごいドブロを聴かせる
ジョッシュ・スウィフト、無名だがスティル・ハウスと
いうバンドのケビン (m) とキース (g) のマッキンノン兄
弟も凄いです。歌物中心ですが第一世代のバンジョー奏

CD¥2,888-( 本体 ¥2,750-)
　同じくムーンシャイナー１月号で紹介されたブルーグ
ラスのジャズとの出会い。本作はカントリーコメディ
デュオとして知られるホーマーとジェスロが、1960 年
代に RCA に残した 2 枚のマンドリンジャズ・インスト
アルバムの CD 化。ジェスロのマンドリニストとしての
資質は、後にデビッド・グリスマンやサム・ブッシュに
よって再評価されたように、圧倒的な存在感で迫ってく
る。上記、HDS 盤とともに限りなく廃盤に近く、売切
れたらゴメンね……!?

COMP-4616 NOAM PIKELNY『Plays Kenny 
Baker Plays Bill Monroe』CD¥2,573-（本体
¥2,450-）
　ベラ・フレック以降のトップを走るパンチブラザーズ
のバンジョー奏者ノーム・ピケルニーの最新作。ブルー
グラスフィドルの一典型を創ったケニー・ベイカーがビ
ル・モンロー作の有名インストをカバーした 1976 年の
ブルーグラス史上に残る名盤『Kenny Baker Plays Bill 
Monroe』(CO-2708 ¥2,573-) を、現在ブルーグラスの最
高峰であるノームのほか、ステュアート・ダンカン (f)、
ロニー・マッカーリー (m)、ブライアン・サットン (g)、
マイク・パブ (bs) がそのまんまカバー。最初の旋律はケ
ニーのフィドルをそのままバンジョーに載せて弾き、そ
ののち独自のアドリブを重ねていく。なんて美しい流れ
を創るんだろうノームは！これまでのあらゆる種類の先
入観を飛び越えて、自らの心の動きをその都度載せてい
くその自由な発想とテクニックには完全脱帽、そこまで
に至る努力と愛情にただただ感動で、1970 年代おじさ
ん達ニヤニヤ・ウキウキの大秀作 !!
　ちなみにノームの前作『Beat The Devil and Carry A 
Rail』(COMP-4565 ¥2,573-) は、素晴らしいオリジナル
を中心にした 21 世紀ブルーグラスバンジョー傑作にし
て激しくお勧め！　アールやベラも登場するその超豪華
なプロモビデオ（Bluegrass Diva で検索）とともに大推
薦 !!

CR-020 JOHN REISCHMAN『Walk Along 
John』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　ギブソン F-5 ロイド・ロアーの魅力をもっともスト
レートに聴かせてくれるマンドリニストといわれるジョ
ン・ライシュマンの最新 2013 年作インスト作品。１曲
目 “Itzbin Reel” には８歳のときからカバー、弾いてい
たというクリス・シーリをゲストに、見事なツインとク
リスのソロをフィーチャー、その１曲目と２曲目では
若手注目のマイク・バーネットのフィドルとデビッド
の息子サム・グリスマンのベースを据え、２曲目ではト
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者の味わいとは違う、爽快なバンジョーロールをお楽し
みあれ！

OR-1469 ADAM STEFFEY『New Primitive』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-） 
　IBMA 最優秀マンドリンを最近の３年連続を含めて合
計９回受賞、当代随一と言っていいマンドリン奏者アダ
ム・ステッフィ 2013 年最新ソロ第３作。妻ティナのク
ロウハンマーバンジョーとのデュオではじまり、ゼブと
サマンサというスナイダーファミリーで活躍する 10 代
の兄妹をフィーチャー、全曲がトラッドという、思い切っ
たオールドタイム・フィドルチューンをベースにした「新
しい根源」といった対義語的なタイトルの意欲作である。
ROU-0618 EARL SCRUGGS with Family & Friends

『Live at the Ryman』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　今年も三月から四月にかけて「アールの日」を大阪と
東京で開く予定です。昨年のリポートはムーンシャイ
ナー８月号から連載、９月号では「シラブルで弾く」と
いう意味、10 月号と 11 月号では「シラブルで弾く」現
実などを参考にして下さい。本作はアール・スクラッグ
ス 2008 年発表、最後の公式録音ライブアルバム。“Salty 
Dog Blues” から “Lonesome Reuben” まで 18 曲、1945
年 12 月にビル・モンローのブルーグラスボーイズの一
員としてデビューした同じライマン公会堂で 2007 年、
83 歳で初めて自身の名を冠したコンサートで、フラッ
ト＆スクラッグスやアール・スクラッグス・レビュー時
代のお得意レパートリーを、息子ゲイリー (bs,v) とラン
ディ (g) のほか、ロブ・アイクス (d)、フート・へスター (f)、
ジョン・ジョーゲンソン (g,m)、ジョン・ランドール (g)、
ジョン・ガード―ナ―(drums) と演じています。

WP-128 HARVEY REID『Autoharp Waltz』
CD¥2,573-( 本体 2,450-)
　1954 年カリフォルニア生まれのハービー・リードの
最新オートハープ16曲集。1976年にインディアナ州ビー
ンブロッサムのビル・モンローフェスでブルーグラス・
ギターコンテストに優勝したのち、1981 年にはカンザ
ス州ウィンフィールドの全米フィンガーピッキンコンテ
ストで優勝、翌 82 年にはオートハープ部門で優勝して
いる。1982 年に自身のウッドペッカーレコードを立ち
上げ最初のアルバムを発表して以来、ソロギターがメイ
ンだが、ミンストレル音楽や６弦バンジョーアルバム
など、本作で 29 枚目のアルバムになるというマイペー
スな、しかしそれだけステディなファンを持つ多彩な
ミュージシャンで、故ドック・ワトソンが、わざわざラ
イブを聴きに行くというファンだったと言われている。
そんなバーサタイルな才能と感覚を持ったゲイリーの２

枚目となるオートハープ集、トラッドからカーターファ
ミリーなど、ホッとする選曲とともに、期待を裏切らな
い秀作である。

JMD-001 TARO & JORDAN『Did I Laugh in 
Your Dream?』CD¥2,000-（本体 ¥1,905-）
　昨年の今頃、北は盛岡、南は沖縄まで全国ツアーをし
たマンドリン／ギターのインストデュオ、井上太郎と
ジョーダン・マコンネルの驚異的なデビュー作品。ゴン
チチのチチ松村氏曰く、「マンドリンとギターだけで、
このグルーヴと高揚感を醸し出すとは恐れ入った。ア
クースティックミュージックの究極の形に、身も心も
スカッとする。二人の若きツボ師に乾杯！」と。彼ら
のコピーに曰く、「カナダから来た最強のグルーヴ製造
機、DUHKS のギタリスト、ジョーダン・マコンネルと
縦横無尽のマンドリン井上太郎（中略）のオリジナル曲
の数々、アイリッシュ、オールドタイム、ブルーグラス、
結局何だって一緒……」と。タウンズ・バン・ザントと
チャズ・ジャスティスのカバー２曲以外、すばらしいオ
リジナルインスト ...!!

COBB -2013 SHAD COBB & CHARL IE 
CUSHMAN『Out o f These Moun ta i ns』
CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
　数多いナッシュビルのフィドラーでも、天性のひらめ
きを一貫して（言うなれば、その瞬間に聴こえるままを）

「勘で楽器に載せていく」（ような）すごいフィドラーは
数少ない。そんなひとり、ジョン・カウワン・バンドの
メンバーとして 2006 年に来日したシャド・コッブのフィ
ドルとクロウハンマーバンジョーからボーカルまで。そ
してスクラッグスとレノを同時に表現してしまうと言わ
れるチャーリー・クッシュマンのスリーフィンガーバン
ジョーとギター、そしてベース。ふたりだけで、雑誌「シ
ンプルライフ」の女性編集長のジル・ピーターソンのプ
ロデュースで、曰く「1916 年にソングキャッチャーの
セシル・シャープが集めはじた曲を含む、18 世紀にも
たらされ 19 世紀後半に花開いたアパラチアの曲」を集
めた伝統音楽集。

■オールドタイム／フォーク最近作 / お勧め作
F H R -1066 T H E S O U T H C A R O L I N A 
BROADCASTERS『Can You Hear Me Now』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　音楽技術以前の生身の「声」や「楽器」をストレート
に表出するソロとハーモニーにアパラチアの原初的な音
楽のあり方を聴くようなサウスカロライナ・ブロード
キャスターズの 2012 年作品。ノースカロライナ州マウ
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ントエアリーの伝説的なラジオ局 WPAQ でオールドタ
イム番組を持つアイビー・シェパード (f) に、グレース・
ケネディ (bj、現在はサラ・オズボーンに代わっている )
の女性ふたりとデビッド・シェパード (g) のストリング
バンドのトリオ。カーターファミリーの "Pretty Little 
Raindrops" を皮切りにトム・T. ホール作でドイル・ロー
ソンやヒザー・マイルズの名唱で知られるタイトル曲、
フラット＆スクラッグスの "Roustabout" もロイ・エイ
カフと見まごうヒルビリースタイル、アイビーとグレ
イスのハーモニーが秀逸なデルモア "Take Away This 
Lonesome Day"、ハンク・ウィリアムスのゴスペル曲、
"When God Dips His Love In My Heart" を配し、最後
には "Mobile Blues" でブギウギするなど、さまざまな南
部音楽を取り上げている。その歌唱／演奏手法は、ボー
カル技術を廃して生身の「声」をストレートに表出、20
世紀以降のラジオとレコードの商業主義に毒されていな
いアパラチアの原初的な音楽のあり方を聴くようだ。「ボ
イスオブブルーリッジ」という愛称を持つラジオ局の
DJ を通じてさまざまな音楽を掘っていく中で、おそら
くアイビーが見つけたもっともストレートなアパラチア
の感情表現なのだろう。混じり気のないエネルギーに満
ちている。

■カントリー最近作／お勧め作
RCSI-1100 GARTH BROOKS『Blame It All On 
My Roots』CD ６枚 +DVD ２枚組 ¥8,925-（本
体 ¥8,500-）
　1990 年代にブレーク、世界のアーティストでレコー
ド売り上げ第 15 位、カントリー系ではもちろんナン
バーワン（つづいてイーグルス、テイラー・スウィフト
……、総合１位はビートルズ、つづいてエルビス・プレ
スリー、マイケル・ジャクソン……）の１億５千万枚を
誇るガース・ブルックス (1962-)、米国ウォルマート限
定ボックスセットが希少入荷。白人のカントリー、黒人
のソウル、そしてロック、それら音楽が混ざり合ったメ
ルティングポットと題した CD ４枚各 11 曲のカバー集
と、そんな音楽に影響されて生まれたガース自身の大
ヒット曲集 CD ２枚全 33 曲の CD ６枚全 77 曲。そして
２枚の DVD にはそんな大ヒットビデオ 33 曲集と 2009
年に引退していたガースを引っ張り出したラスベガス
のザ・ウィンでの２時間以上に及ぶライブ映像。ジョー
ジ・ジョーンズやバック・オウエンズ、レイ・チャー
ルズやオーティス・レディング、イーグルスやスティー
ビー・ワンダー、サイモン＆ガーファンクルやジェイム
ズ・テイラーなどのカバーと、“Friends In Low Places”

や解散したニューグラスリバイバルを集めてカバーした
“Callin' Baton Rouge” などの自身のメガヒット曲が堪能
できる素晴らしいエンタメセットである !!

ROU-9179 MANDY BATNETT『I Can ' t 
Stop Loving You:The Song of Don Gibson』
CD¥2,888-( 本体 ¥2,750-)
(Yes) I'm Hurting/Too Soon to Know/Look Who's 
Blue/Sweet Dreams/Just One Time/Blue Blue Day/
Oh Lonesome Me/Oh Such a Stranger/Far Far Away/I 
Can't Stop Loving You/Lonesome Number One/Legend 
in My Time. 全 12 曲
　2013 年 10 月に京都の円山音楽堂で開催されたカント
リードリームで来日していたマンディ・バーネットの最
新作は米国外食チェーン「クラッカーバレル」のみで
入手可能な希少アルバム。「愛さずにはいられない」や
“Sweet Dreams” など、多くのヒットを持つドン・ギブ
ソン (1928-2003) へのトリビュート作品（ちなみにドン、
現在ムーンシャイナーで話題のアール・スクラッグスの
生家のあるノースカロライナ州シェルビー出身）。パッ
ツィ・クラインを思わせるポップな熱唱と、現在ナッシュ
ビルが創る 21 世紀のナッシュビルサウンドが見事に絡
む素晴らしい出来栄え。

MPI-535494 VARIOUS ARTISTS『The Big E: 
A Salute To Steel Guitarist Buddy Emmons』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　めちゃくちゃ強力カントリー企画作品『バディ・エモ
ンズ』に捧げられたビンス・ギルとポール・フランクリ
ンの “Country Boy” からデュアン・エディの “Mansion 
On The Hill” まで、豪華／かつシビアなゲストアーティ
ストたちによる全 16 曲。カントリー音楽のもっとも重
要な楽器にまでなった――つまり、それほどまでの楽器
に高めた最大の功労者「ビッグ・"E"」こと、バディ・
エモンズ (1937-)。彼のために集まった人たちの創る音楽、
悪かろうはずがない、でショ !?

ROU-9148 T IME JUMPERS『The T ime 
Jumpers』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-)
　ナッシュビルのブルーグラス・メッカ、ステーション
インで毎週月曜日に登場するウエスタン・スウィングを
ベースにしたクラシック・カントリー・バンド、つまり、
これぞ正統「ホンキートンク・カントリー」と言わんば
かりのタイム・ジャンパーズの最新作。2010 年からビ
ンス・ギルが正式メンバーとなり、さらにビンスが 23
年間在籍した MCA を離れたことによって実現した「夢
の大カントリー」作品。ビンスの切ないカントリーバラッ
ド、ライダーズ・イン・ザ・スカイのメンバーでもある
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風のボーカルとバンジョーで――つまり、モンローの
「激」とレスター風「味」とアールの「技」を抜いて―
―聴かせてくれるバリア・ブラザーズ。さらに全編をわ
がアイドル、ベニー・マーティンのフィドルが所構わず
顔を出す楽しさ。1962 年、日本やヨーロッパでも発売
された二枚の LP アルバム 24 曲と 1960 年にシングルで
発表した４曲をプラスした全 28 曲。トラッドグラスファ
ンに強力お奨めの 60 年代ブルーグラス大名盤である（た
だし、マンドリンがなきゃダメとか、スネアが入ってい
るとだめという人にはゴメン）。ブルーグラスのフィド
ルとバンジョーの役割、そしてトリオハーモニーのイロ
ハまで、「激」／「味」／「技」抜きの聴いていて気持
ちいいブルーグラスが楽しめる秀作だ。

■映像もの最近作／お勧め作
SOTM-2008　V.A.『Songs of the Mountains 1』
DVD-R¥2,888-( 本体 ¥2,750-)（カラー 58 分）
Cherokee Shuffle (ETSU Bluegrass Pride Band)/
Old Broker Tree (Fescue)/These are They (McPeak 
Brothers)/John Hardy (Trey Hensley & Drivin' Force)/
Little Birdie (Lonesome River Band)/Black Mountain Rag 
(Mac Puckett & the Good Company Band)/Can't Hold 
On To Much (Appalachian Trail)/Whatever Happened 
to Mayberry? (VW Boys)/Devil's Dream (The Larkins)/
The Foggy Dew (Fire in the Kitchen)/A Beautiful Home 
(The Boohers)/I Still Think of You Sometimes (The 
Fritts Family)/June Apple (Cripple Creek Renegades)/
Cash's Last Ride (Cana Ramblers)/Your Love Is Like 
a Flower (Everett Lilly & the Lilly Mountaineers)/
Spreeing Rambler (Lonesome Will Mullins & the Virginia 
Playboys)/Headin' South (Gerald Anderson & Spencer 
Strickla). 全 18 曲
　2005 年からはじまった米国公共放送ネット PBS 番組

『Songs of the Mountains』の第１シーズンから、プロ
デューサーのティム・ホワイトが選んだ 18 グループの
18 曲集。今夏来日が予定されている ETSU（東テネシー
州立大学ブルーグラスバンド）を皮切りに、ロンサム・
リバーバンドやマクピーク・ブラザーズら日本でも知ら
れたバンドもいるが、おもに南部アパラチアのブルー
リッジ地方で活躍する、いわゆる本場モンのローカルバ
ンドがズラーッと楽しめる。米ブルーグラス界の底辺に
は、伝来のゴスペルバンドやラルフ・スタンレーになり
きる若者、将来のスターを夢見る若い女性たちや物凄い
ガキたち、そして現在はメジャーなバンドに在籍するあ
の顔、この顔など……、ブルーリッジ地方のフツーの音

レンジャー・ダグ・グリーンのウエスタンとヨーデル、
そして中心人物のケニーとドーンのシアーズ夫妻がクラ
シックカントリー曲などを歌い、トップスタジオミュー
ジシャンとスター歌手が総勢 11 人が、怖いものなしで
なんでも完璧にやってしまう、「これぞナッシュビル・
カントリー」の手堅いサウンド、ご賞味あれ !!

■発掘／編集、名盤／名演など……
RC-104 RED ALLEN & FRANK WAKEFIELD

『with Don Stover, Kenny Kosek, Kevin Smyth, 
Greg & Neal Allen』CD-R¥2,070-（ 本 体
¥1,980-）
If I Should Wander Back Tonight/Don't Wake Me Till It's 
Over/If That's the Way You Feel/We Can't Be Darlings 
Anymore/Roustabout/Sweet Love Ain't Around/Letter 
To Tom/Weeping Willow 他全 14 曲
　米国でお蔵入りしたカウンティ・レコードのレッド・
アレン三部作となるはずだった一枚を探り当て、1976
年に我々レッド・クレイから発表した作品の CD 化。
1950 年代からオズボーン・ブラザーズとメジャー録音
を残し、1967 年には病気のレスター・フラットに代わっ
てアール・スクラッグスの相棒もつとめた偉大なボーカ
リスト、レッド・アレン（ムーンシャイナー 2005 年 11
月号で IBMA 名誉の殿堂入りを記念した特集あり ¥525-
）。現在は１枚にまとめられ CD 化『Lonesome and 
Blue』(REB-1128 CD¥2,573-) されているデビッド・グリ
スマン制作のカウンティ LP ２枚『Bluegrass Coutry』

（1966、リチャード・グリーン最初の録音）と『Bluegrass 
Country Vol.2』（グリスマンのマンドリンがすごい）に
続くものとしてカウンティが制作したのがこれ。録音は
1971 年、フランクのすばらしいマンドリンにドン・ス
トーバーのバンジョー、カントリークッキング／ブレッ
クファースト・スペシャルの若手フィドラー、ケニー・
コセックを迎え、フラット＆スクラッグス、スタンレー
からハンク・ウィリアムズ、そしてトラッドなど、すば
らしい選曲で幻のトラッドグラスが堪能できる。

BACM-398 BARRIER BROTHERS『Bluegrass 
Classics』CD-R ¥2,573-（本体 ¥2,450-）
Blue Moon of Kentucky/Gotta Travel On/Polka On a 
Banjo/Crying My Heart Out Over You/My Little Georgia 
Rose/Salty Dog Blues/Earl's Breakdown/Cabin in the 
Hills/Flint Hill Special 他全 28 曲
　上記１曲目から９曲目まで、これでもか！とばかりの
ビル・モンローとフラット＆スクラッグスのヒット曲オ
ンパレード。この調子で全 28 曲、チョッとスタンレー
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楽と、それを楽しみミュージシャンたちを勇気づける観
衆たちの日常が体験できる１時間。

RC-127D BLUEGRASS 45『That's the Time: 
1996 Reunion』DVD-R（カラー 43 分） ¥2,573-
( 本体 ¥2,450-)
　1967 年、NY のフォーククラブを模した神戸元町の
コーヒーショップ「ロストシティ」で結成された ６人
組のブルーグラス 45。1971 年６月から９月まで、米国
東部／南部とカナダをツアー。米レベル社から LP ２枚
を発売して帰国後解散した 45 が 1996 年春、前年の阪神
大震災を機に解散 25 年を記念してリユニオンツアーし
たとき、カメラマンの吉田恒星が制作監督したライブ・
ドキュメント映像作品。

OC-2013 V.A.『Great Southern Old Time 
Fiddler's Convention 1925-1929』白黒 53 分
DVD-R¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　1925 年 12 月７日付のテネシー州チャタヌーガの新聞
が伝えるメーン州のフィドラー、メイリー・デネムがデ
トロイトのフォード自動車に招かれるという記事からは
じまり、日を追ってチャタヌーガでフィドルコンテスト
が開かれるまでを新聞記事の読み語りと貴重な写真で追
うドキュメンタリー。フィドルファンだった自動車王ヘ
ンリー・フォードによってもたらされた北部ニューイン
グランド地方のフィドラーと南部アパラチアのフィド
ラー達との出会いや、クレイトン・マクミッチェンやギ
ド・ターナーらジョージア・フィドラーの登場などが、
当時の写真や録音とともに生き生きと語られる素晴らし
い作品。動画映像はなく、全編、写真と録音、英語の語
りのドキュメンタリーである。

■日本人モノ最近作／お勧め作
PSR-121501 坂庭省悟 & 宮崎勝之『Battle One / 
Battle Two』CD ２枚組 ¥4,000-( 本体 ¥3,810-)
　坂庭省悟 (1950-2003) が亡くなって 10 年、宮崎勝之と
のデュオで 1999 年と 2003 年にリリース、廃盤となって
いた２枚の「Shogo vs Katz」名義の「バトル」シリー
ズ全 22 曲に未発表曲「グッバイ・ヒーロー」（ジョン・ハー
トフォード作／矢野雄三詞 “In Tall Buildings”）を加え
て 2 枚組で再発である。ツインマンドリンからマンドリ
ン・ギターのインストを中心に、坂庭のクロウハンマー
バンジョーによるオリジナルフィドルチューン「よっぱ
らいワラビー」ほか、“Baby Blue Eyes” “Down in the 
Willow Garden” “Julie's Waltz” “Farther Along” “Mama 
Tried” “Could You Love Me One More Time” などに
谷山真生が日本詞をつけた歌物などの全 23 曲。トラッ

ク 12 に、53 歳という若さで逝ったあのテナーボイス
……。

JMD-002 THE CASH『The Cash』CD¥2,000-（本
体 ¥1,904-）
　ブルーグラス生まれのマンドリン奏者、井上太郎に、
日テレ系 TV ドラマ『Mother』主題歌 “泣き顔スマイル”
で J-Pop ヒットした「hinaco（ひなこ）」と、センチメ
ンタル・シティロマンスのベーシストの瀬川信二が参加
したトリオ、ザ・キャッシュの７曲入りデビューミニア
ルバム。ブラザーデュオのドライブからタロー＆ジョー
ダンなどの複雑な変拍子も平気でこなす「hinaco」のリ
ズムギターに、さまざまなエレベのテクニックを駆使し
てリズムのみならず、世界観も広げる瀬川に乗っかっ
て、太郎のオリジナル英詩ボーカル物を中心に、「hinaco」
の日本語詩に太郎が音楽をつけた J-Pop、ブルーグラス
スタンダードのトラッド “Crawdad Song”、そしてイン
スト２曲、非常にポップでスマートな作品となっている。

RC-126 渡 辺 敏 雄『The Fiction Twins』
CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 歌詞付き
　ブルーグラス 45 ではベース、シャギーマウンテンボー
イズではバンジョーから現在はマンドリンを担当する
B.O.M. 社長、渡辺敏雄が 1930 年代に大ブームを巻き起
こしたブラザーデュオ、中でもモンロー・ブラザーズを
再現した力作。よく選曲された美しいメロディーを丁寧
に、モンロー兄弟が持っていた初期ドライブをうまく表
現している。レスターもアールもきっとそうしたように、
1960 年以前のアメリカン・ポピュラー音楽の原点のひ
とつといえるブラザーデュオのメロディ／ハーモニーと
ビートを見事に再現した、秀作である。
　ちなみにビンテージマイクなどの機材と最新デジタル
技術、そして 40 年のブルーグラスビジネスで集積した
ノウハウで創るレッドクレイ・ホームレコーディング・
スタジオのサウンド、あなたやあなたのバンドの録音も
いかがですか？

OTCR -006 P IRATES CANOE『Th r e e』
CD¥1,000-( 本体 ¥952-)
　１曲目のフィドラー欅 夏那子作のインスト、ケルト
的幻想からアイリッシュ、そしてニューグラス的な展開
の中、河野沙羅のマンドリンと岩城一彦のドブロが楽し
くブルーグラス会話をし、吉岡孝のドラムスと谷口潤の
ベースがリズムを固める聴きごたえ十分のインストには
じまり、二曲目にもドキドキするようなイントロで聴く
者をケムに巻くハント鈴加 (g) の英語詞と河野の作曲に
よるオリジナルに、2013 年春の全米ツアーを経て自信
と磨きがかかったようだ。パイレーツ・カヌーという京
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都の三人組女子と三人組男子の六人組によるアメリカー
ナ／ニューグラスのフルバンドによる最新第三作であ
る。マンドリン、フィドル、ギター、ドブロというブ
ルーグラス系楽器にベースとドラムスでリズムを固めた
シュールなフォークロックバンドといったところ。ムー
ンシャイナー 2012 年８月号、また 2013 年３月号（各
¥525-）に、女子三人組のみで制作したアルバム『Sailing 
Home』(OTCR-003 ¥2,000-) の特集などでの紹介がある。
広い意味で、ザ・キャッシュなどとともに、21 世紀を
体現するアパラチア源流のニッケルクリーク以降のあた
らしいブルーグラス系ユニットが、日本にも生まれつつ
あるようだ。

MNJS-0002 MAREKA & JUNJI『The Rambler』
CD¥2,500-（本体 ¥2,381-）
　元ナターシャセブンの城田純二と内藤希花のアイリッ
シュコンビの最新第三作。城田のギターとバンジョーに
内藤のフィドル、コンサルティーナ、アイリッシュハー
プなどを駆使して幅広いレパートリーを聴かせる。１曲
目のフィドル、オープンバックバンジョーのトーンとコ
ンサルティーナが良く合う２曲目、３曲目には故・坂
庭省吾が良く歌っていたというトム・パクストン “Last 
Thing on My Mind” の日本語版、そしてスタンレーの
“Clinch Mountain Backestep” をクロウハンマーで演じ
る４曲目……など、フィドルチューンを軸に山形の民謡
なども含め、アイリッシュ特有の清涼感に包まれた秀作。
ちなみに、「MAREKA & JUNJI ＋三津谷組」のライブ
リポートがムーンシャイナー 2013 年 10 月号 (¥525-) に。

YTM-102 やぎたこ『I'll Be Home Someday』
CD¥2,000-（本体 ¥1,904-）
　日本のフォークからボブ・ディラン、そしてウッディ・
ガスリーからカーターファミリーらを経由して、アパラ
チアの陰影に辿りついたというシンガーソングライター
の「やなぎ」と「辻井貴子」の男女デュオの最新第二作。
フォスターやジョンハートフォードの名曲も含め、ギ
ター、オートハープ、マウンテンダルシマー、バンジョー、
マンドリン、フィドルなどを駆使しながら原曲のイメー
ジに沿ったアレンジで原語で聴かせる。1950 年代末か
ら 60 年代初めにかけてアメリカの都会の若者たちが
辿ったのと同様の道を歩んでるような……、そして 21
世紀初頭の「オーブラザー現象」日本版のような彼ら。
日本のブルーグラス／オールドタイム系男女デュオとは
また違った新鮮な切り口で、フォスターやカーターファ
ミリーを中心に、われわれにはなじみの曲の数々を聴か
せてくれる。

■そのほか……
BOOK-52 鈴木カツ『アクースティック・ス
ウィング 340』B6 版 Book208 頁 ¥2,100-（本体
¥2,000-）
　かつてジューンアップルからブルーグラスリバイバル
の編集にも携わっていた音楽評論家、鈴木カツによる

「アコースティック・スウィング」アルバムのガイドブッ
ク。ジム・クエスキン・ジャグバンドからはじまってフ
ランク・シナトラまで、100 アーティストの代表アルバ
ム 340 枚が紹介されている。ジャンル名というのは、基
本的にはレコード購買者（ファン）によって支持される
か否かという問題で、アメリカには「アコースティック・
スウィング」というジャンルは存在せず、おそらくこれ
は、ジャズとブルーグラス（ブルースとカントリーでな
いのがミソかな !?）という２大アメリカンルーツ音楽の
激突で生まれた 1976 年のデビッド・グリスマンの「ドー
グ」に衝撃を受けた日本人が生み出した、なかなかのネー
ミングではないだろうか？ そこから、70 年代以降の若
いファンやミュージシャンたちがラグタイム、ジャグバ
ンド、ブルース、そしてビッグバンドやウエスタン・ス
ウィングやバップまで、モダンジャズ（これも日本語）
を主導したジャズ評論家の影響を受けず、独自にジャズ
の深淵に触れたことへの大きな功績があるのではないだ
ろうか。そんな視点から楽しめる作品が網羅されている
レコードファンへの入門ガイドである。

BU-ST 『ブルーグラス・アンリミテッド社のバ
ンパー・ステッカー』各 ¥315-( 本体 ¥300-)
　30 年以上に渡り、ベストセラーを続けるブルーグラ
ス・アンリミテッド誌製ステッカー（いわゆるシールで、
米国では車のバンパーによく貼られる）全 6 種類。風雨
に強いビニール素材の紺地に白字で鮮やかなブルーグラ
ス・スローガンが書かれたシンプルなもの。29cmx7cm
の横長。スローガンは以下の通り。
● I Love Bluegrass
　● Bluegrass Music Finger Picking Good
　　● Bluegrass Music Hear It, Play It, Love It!
　　　● My Grass Is Blue
　　　　● Have You Hugged Your Banjo Today?
　　　　　● Clean Up Air Polution Play Bluegrass 
Music 

 楽器関連作品
（楽器奏法や教則など、さまざまなご相談に関しては
ミュージシャン歴豊富なスタッフがアドバイス、また楽
器につきましても、本体やパーツ／アクセサリーなど、
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ビンテージを含めて各種取り扱っています。お気軽にお
問い合わせ、ご相談ください） 

■ギター
OXCD-6033 BUSH, LATHUM & WHITE

『Legenda r y Ken tucky Co l one l s ' T r i o』
CD¥2,363-（本体 ¥2,250-）
Shucking The Corn/ChugA Lug/She's No Angel/Salty 
Dog/Just Stay Around/Dixie Breakdown/Mocking 
Banjo/Once More/Green Corn/Ruebin's Train/Don't 
Let Your Deal Go Down/Flop Eared Mule/Black Eyed 
Susie/Sally Ann/Cumberland Gap/Shady Grove. 全 16
曲
　1964 年というから、あの『Appalachian Swing』（現
在廃盤）を発表した翌年、バンドとして油が乗りはじめ
たケンタッキー・カーネルズ。シカゴでのライブにロー
ランド・ホワイトが欠席、そのために友人宅でクラレン
ス・ホワイト、ビリー・レイサム、ロジャー・ブッシュ
の３人が練習しているところを収めた貴重な録音。なお
本作は 2003 年、故・四方敬士氏がビリー・レイ・レイ
サムと共同でローランドが参加した６曲のボーナスを含
めた全 22 曲『Rare Performances』（廃盤）として発表
しており、また四方氏によってムーンシャイナー誌 1999
年 11 月号 (MS-1701) から 2000 年４月号 (MS-1706) まで
６ヶ月にわたって詳細なビリー・レイのインタビューが
掲載されている（各 ¥525-、売り切れゴメン !!）。

■バンジョー
（ムーンシャイナー連載のチチ松村「バンジョー祭り」、
世界のバンジョー音楽をお見逃しなく !!）

PATUX-175 MARK DELANEY『Sidecar』
CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　ワシントン DC 地区のベテランバンジョー奏者、マー
ク・ディレイニーの 2009 年デビュー作。カントリー・
ジェントルメン経由で現在、トラッドグラスの権化とい
われるダニー・ペイズリーのサザングラス在籍。同郷の
エディ・アドコックをはじめ、これまで 60 余年のブルー
グラス・バンジョー・テクニックをバランス良く取り入
れつつ、何よりも「音」に対する感情を爆発させる弦へ
のアタックと意表をつくタイミングの取り方が、わたし
には堪らない。バックにはオーディ・ブレイロック (g)、
マイケル・クリーブランド (f)、ジェシー・ブロック (m)、
バリー・リード (bs) といった凄腕たち。地元 DC 周辺の
ゲストを迎えたスタンダードのボーカル物をはさみつ
つ、ドン・ストーバーやハースケル・マコーミック、ジェ
シー・マクレイノルズらの隠れた名曲など、ホットピッ
キンとあきさせない選曲も楽しい。

■マンドリン
PATUX-231 大塚 章『First Tear』CD¥2,573-（本
体 ¥2,450-）
　ムーンシャイナー 10 月号のカバーストーリーでもあ
る大塚 章のソロデビュー作。アキラは 1973 年以降、ア
メリカにとどまり、数々のバンドに参加、ワシントン
DC 地区のブルーグラスに大きな功績を残している。デ
ビッド・グリア (g) やマイク・マンフォード (bj)、リッキー・
シンプキンズ (f) らを基本セットに、日本から兄のジョッ
シュ大塚、ロカビリーのビル・カーチェンを含むさまざ
まなゲストを迎えて演じるブルーグラス、ニューグラス、
スウィングなど。恩人でもある故ジョン・ダッフィに捧
げたラスト、ライブ録音 "Heartaches" のエディ・アドコッ
クとトニー・ライスが凄い !! 40 年前に米国移住したアキ
ラ、念願のソロ作は、すばらしい作品になった。

■フィドル
OMAC-19 MARK O'CONNOR『The Improvised 
Violin Concerto』CD+DVD¥2,573-（ 本 体
¥2,450-）
　52 歳になったマーク・オコナー最新作は、昨春初演
された自身とボストンユースシンフォニーによる即興交
響曲五楽章の DVD 映像（約 35 分）と、バイオリン／チェ
ロ／ピアノ姉妹アーン・トリオとニュージャージーユー
スシンフォニーによるマークの交響曲「March of the 
Gypsy Fiddler」の CD。DVD 映像ではクライマックス
に向かう第五楽章「Faith」におけるブルーグラス連発
フレーズで聴衆を引きつけるマーク、40 年に及ぶ最高
のアメリカンフィドラーとしてのゆるがないカリズマ性
を見せ付ける。現在、米クラシック界で確固たる地位を
築き、そのバイオリン教育に「フィドル音楽」を取り入
れた「アメリカン・クラシック」を提唱、「オコナーメソッ
ド」の普及に尽力している。今や世界的な芸術家として
の貫禄を観てください！

■ドブロ
TAK-8914 MIKE AULDRIDGE『Dobro/ Blues 
and Bluegrass』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　2012 年 12 月 29 日、73 歳で死去したマイク・オルドリッ
ジ（ムーンシャイナー 2013 年２月号＝ ¥525- ＝で追悼
特集）の、ドブロというカテゴリーやブルーグラスとい
うジャンルを超えて、アコースティック音楽作品として
歴史に残る大名盤。ドブロという楽器の未来を根底から
変えたほぼ 40 年前、1972 年発売『Dobro』と 1974 年発
売『Blues and Bluegrass』の２枚の LP が CD １枚になっ
たもの。1955 年にアンクル・ジョッシュ・グレイブス
によってフラット＆スクラッグスに持ち込まれ、６番目
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のブルーグラス楽器となったドブロが、このアルバムか
らまったくあたらしい未来を歩きはじめた瞬間が記録さ
れている。当時マイクが在籍していたセルダムシーンの
ほか、デビッド・ブロムバーグやバッサー・クレメンツ、
リンダ・ロンシュタットらを迎えた全人類必携の超大名
盤です。

 輸入雑誌
■フラットピッキン・ギター誌
　隔月刊の掲載全タブ譜対応 CD 付きフラットピッキ
ン・ギター誌。ブルーグラスからスウィング／ジャズま
で。一冊でさまざまな奏法が学べる。

FGM-18.2 最新「2014 年 1 ～ 2 月号」CD 付き
70 頁 Tab-Book¥2,625-（本体 ¥2,500-）
Pretty Bird/Little Girl of Mine in Tennessee/San Antonio 
Rose/Pupville/John Hardy/Little Annie/Stetson’ s #2/
Long Journey Home/Sand Coulee Reel/Soppin’ The 
Gravy/Cotton Patch Rag/We Live In Two Different 
Worlds.
　ギリアン・ウェルチの相方で、アグレッシブなダウン
ピッキンで知られるデビッド・ロウリングスのカバース
トーリーほか、マウンテンハートのセス・テイラー、ア
ラン・ジャクソン・バンドのスコット・コニー、そして
楽器ルシアーのケン・フーパーらの特集。それに上記、
それぞれに初心者やコード分解、ナッシュビルスタイル
など各コラムに応じたタブ譜集。

FGM-18.1 「2013 年 11 ～ 12 月号」CD 付き 70
頁 Tab-Book¥2,625-（本体 ¥2,500-）
/First of May/Handful of Riffs/Nellie Kane/When You’
re Smiling/Silent Night/Ages and Ages Ago/John 
Hardy/Whispering/The Night Has A Thousand Eyes/
Cattle in the Cane/Rabbit in a Pea Patch/Sheep & 
Hogs/Turkey in the Cotton Woods ほか
　話題のクエベ・シスターズのギタリスト、ジョー
イ・マッケンジーのカバーストーリーとウエスタン・ス
ウィングの典型的なバックアップ、ソックリズムのコー
ド進行ノウハウ “Home In San Antone” と “Right or 
Wrong”、マイケル・デイビス（クリス・シーリのブラザー
デュオ相方）と “John Henry” ほかの特集と上記曲に関
するコラム／タブ譜ほか、クロスピッキンのアクセント
や「きよしこの夜」のジョン・カーリニによるアレンジ、
ウエスタン・スウィングのコード進行が満載の 72 頁。

FGM-17.6 「2013 年 9 ～ 10 月号」CD 付き 70 頁
Tab-Book¥2,625-（本体 ¥2,500-）
Amazing Grace/Munde's Child/Crying Holy/Old 

Gospel Ship/Precious Lord/Never Give the Devil a 
Ride/Gathering Flowers from the Hillside/You Are 
My Sunshine/Swing Low, Sweet Chariot/Old Time 
Religion/Gnarly/Cottonwood Reel/Done Gone/Salty 
Dog Blues ほか。
　レターでも紹介したギターアルバム『Grace Notes』
を発表したカール・ジャクソンをカバーストーリーに
“Amazing Grace” のタブ譜ほか、エリオット・ロジャー
ズ、ジョン・バクゼンデールのコロラドギターカンパニー
訪問、CD ハイライトはアンドリュー・リグニー、新製
品紹介などの記事のほか、とにかくタブ譜満載の 70 頁。
　以上のほか、現在の在庫は 2013 年 9-10 月号、2013
年 2013 年 1-2 月 号、2012 年 11-12 月 号、2012 年 5-6 月
号、2011 年 7-8 月号、2011 年 5-6 月号、2010 年 3-4 月号、
2010 年 1-2 月号、2009 年 11-12 月号、2009 年 7-8 月号、
2008 年 3-4 月号、2007 年 1-2 月号、2006 年 7-8 月号のみ
です。

■バンジョー・ニューズレター誌
　世界唯一のバンジョー専門月刊誌。毎号タブ譜満載

（ウェブサイトから「MP3」で音源入手可 !!）、バックナ
ンバーもお問い合せ下さい。探しておられるタブ譜の曲
名や演奏スタイル、またお気に入り奏者の特集も探しま
す。収蔵曲の CD や DVD なども在庫していますので、
お問い合わせください。

BNL-14/01 最新 2014 年 1 月号 ¥630-
　1960 年代から活躍する大ベテラン、トム・ニールの
カバーストーリー（トム・アダムズの愛情たっぷりイ
ンタビュー）と “Tyler's Tune”（昨年発表のアルバム

『Banjoland』¥2,573- より）ほか、アール・スクラッグ
スは “Four Walls Around Me”、ピーター・ワーニック
"Nellie Kane" など、バンジョーに関するさまざまな情報
が満載。

BNL-13/12 2013 年 12 月号 ¥630-
　左指にハンディを持つマウンテンハートのバリー・ア
バーナシーのカバーストーリーと "Deadwood" のタブ譜
ほか、アール・スクラッグスは 1985 年のジョン・ハー
トフォードとのジャムテープから "Turn Your Radio 
On"、トム・アダムズはクリスマスにペリー・コモの
メロディから "(There's No Place LIke) Home for the 
Holidays"、初心者は "Holly Jolly Christmas"、フィンガー
ボード探求には "deck the Halls" のメロディックとスク
ラッグス、そしてベースノート譜、フレッド・ゲイガー
のコード考察 "J'Attendrai" ほかクロウハンマーのタブ譜
も充実、バンジョー情報満載の 40 頁。

BNL-13/11 最新 2013 年 11 月号 ¥630-
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　ムーンシャイナー誌のちょうど 10 年先輩、バン
ジョー・ニューズレター誌がこの 11 月号で創刊 40 年を
迎えています。「バンジョー好き」という理由だけで、
無謀な創刊に飛び込んだハブとナンシーのニッチー夫妻
への感謝のメッセージや創刊当時の様子や歴史などの特
集のほか、IBMA（WoB）2013 リポート特集と、アール・
スクラッグス "Will the Circle Be Unbroken" ほかのタブ
譜など、バンジョーに関するさまざまな情報が満載。

BNL-13/10 2013 年 10 月号 ¥630-
　ベラ・フレックのバンジョーサミットのレギュラーで
もあるパンクなクロウハンマーの名手、リッチー・ス
ターンズのカバーストーリーとタブ譜 “Last Train To 
Rajastahn” のほか、初心者は “Lonesome Road Blues”
のバックアップ、アール・スクラッグスはライブテープ
から “Sugarfoot Rag”、トム・アダムズはスタンダード
曲 “Five Foot Two, Eyes of Blue”、マーティ・カトラー
“Gold Rush” バリエーションその１ほかのタブ譜と、バ
ンジョーに関するさまざまな情報が満載。

BNL-13/09 2013 年 9 月号 ¥630-
　現在はドン・リグスビーのミッドナイトコールのバン
ジョーを務めるベテラン、エルマー・パーチェットのカ
バーストーリーとタブ譜は“Whistle Pig”（デビッド・パー
ムリー＆コンティネンタルディバイドの 2000 年秀作

『There'll Always Be a Rocking Chair』＝在庫あり＝
PC-1095 廃盤特価 ¥1,575-）ほか、知られざる凄腕ルシ
アー、ロニー・ベイルズ（顧客にはベラ・フレック、ノーム・
ピケルニー、カーティス・マクピーク、ラリー・マク
ニーリー、ビル・エバンスらがいるという）訪問インタ
ビュー、今夏のサマー NAMM ショウでのバンジョーリ
ポートなどの特集と、レッスンタブ譜はフレッド・ゲイ
ガーのジャズコード “Georgia On My Mind”、アールズ
ウェイ “Sugarfoot Rag”、トム・アダムズ F シェープの
7th コードリック “I Wonder Where You Are Tonight”
など、有益なバンジョータブ譜と情報満載の 40 頁。

BNL-13/08 2013 年 8 月号 ¥630-
　ニューヨーク・ブルーグラスのもっともホットなエリ
ア、ブルックリン在住の若者ベネット・サリバンのカバー
ストーリーとタブ譜 “Cutch Tuttle” ほか、トム・アダ
ムズ “Bury Me Beneath the Weeping Willow”、アール・
スクラッグスは 1948 年 2 月、ほぼ最後のビル・モンロー
在籍メンバー当時の録音 “Sunny Side of the Mountain”
と「アールズウェイ」は “Old Gray Mare” ほかクロウ
ハンマーも充実、有益なバンジョータブ譜と情報満載。

BNL-13/07 2013 年 7 月号 ¥630-
　話題の第一世代ブルーグラスバンジョーのフォロ

ワー、クリス・ヒルのカバーストーリーと "If That 
Footsteps That I Hear" と "I Get the Blues When It 
Rains" のタブ譜、曲はともにトム・フェラーとのブ
ルーグラス・バッカルーズ『Feller and Hill and the 
Bluegrass Buckaroos』(BCR-035 ¥2,573-)より。そのほか、
レノ・スタイル "Mr. Bottle"、トム・アダムズ "Rock 
Around the Clock" ほか、"Beaumont Rag"、"Lady Be 
Good"、"St. Anne's Reel" などとオールドタイム／クロ
ウハンマーなどのタブ譜満載。

BNL-13/06 2013 年 6 月号 ¥630-
　ディック・ワイズマン (Dick Weissman) のカバース
トーリー……って誰？って思うよね。でもきっと、結構
多くのひとが見たことのある、ウッディ・アレンみたい
な人が楽器店のようなところでオープンバックのバン
ジョーを弾いていて、その写真が、斜め上にダブってコ
ラージュされているジャケット、タイトルは『Modern 
Banjo Mountain Style』……覚えていませんか？  1961
年にはフォークグループ、ジャーニーメンを結成、フォー
ク界の知られざる最先端を歩んできたディックのインタ
ビュー。人に歴史あり！ フォークのみならず、スクラッ
グスやボビー・トンプソン、ライ・クーダーやビル・ダ
ノフら、さまざまな登場人物の逸話も楽しい。そのほ
かタブ譜は、アール・スクラッグス "Red River Valley"

（ハートフォードとのジャムテープより、この逸話が
面白い !!）、初心者には "When You and I Were Young 
Maggie"、ブルース "I'm So Glad"、トム・アダムズ d チュー
ニングの "Cumberland Gap"、ジェリー・リード "Jerry's 
Breakdown"、ドビュッシー "Reverie"、リッチ・スティ
ルマン "Cascade" ほか、クロウハンマーなどのタブ譜満
載。

BNL-13/05 2013 年 5 月号 ¥630-
　ティム・ウィードのカバーストーリーのほか、アメリ
カン・バンジョーキャンプ・リポート、クロウハンマー
で弾くバッハの特集ほか、タブ譜はアール・スクラッ
グスがハイロ・ブラウンとライブ録音を残した闊達な
"Prisoner's Song"、アラン・マンデ "Cotton Patch Rag"
ほか、バンジョーに関するタブ譜と話題満載 40 頁。

BNL-13/04 2013 年 4 月号 ¥630-
　アリソン・クラウスのユニオン・ステーションのロ
ン・ブロックをカバーストーリー／インタビューにタ
ブ譜は、ジェリー・ダグラス作アリソン・クラウスの

『New Favotite』に収められていた "Choctaw Hayride"
と同アルバムからの "Take Me for Longing"、そして最
新作『Paper Airplane』からの "My Love Follows You 
Where You Go" ほか、ニューロストシティ・ランブラー
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ズのジョン・コーヘンのシビアなインタビュー「On 
Old-Time Music Before There Was 'Old-Time'」とタブ
譜 "Cumberland Gap" と "Buck Creek Girls" ほか、タブ
譜は "Fireball Mail" のインプロバイズ、トニー・トリシュ
カの 3-0-2 リックによる "Black Mountain Rag"、トム・
アダムズのハイポジションのレッスンはスクラッグス・
リックのバリエーション。ディーリング・バンジョー社
のリポートもあるバンジョーに関する話題満載 40 頁

BNL-13/03 2013 年 3 月号 ¥630-
　トニー・ライスらと「クロウグラス」という、ブルー
グラス・バンドのセッティングでクロウハンマーを弾く
独自の世界を築き、昨秋は第３回スティーブ・マーティ
ン賞を受賞したマーク・ジョンソンのカバーストーリー
と "Marching Through Georgia"（パイのパイのパイで
知られる東京節）のタブ譜ほか、アール・スクラッグス
のライブテープからオタク美学の "Your Crazy Heart"、
フレッド・ゲイガーのコード遊びは 1931 年のビング・
クロスビー "Wrap Your Troubles in Dreams"、トム・
アダムズはハイポジにおける D から G へ戻る 10 の方法、
ジャネット・デイビスのバックアップは C チューニング
における "Soldier's Joy"、ジャム・スタンダードを変拍
子で楽しむジェイク・シェップスの７拍子の "Whiskey 
Before Breakfast" と５拍子の "Blackberry Blossom"、
ティム・カーターの "Waltz for Earl" ほか、各種クロウ
ハンマーなど、バンジョーに関する話題満載 40 頁。

BNL-13/02 2013 年 2 月号 ¥630-
　2011 年の IBMA 最優秀バンジョー奏者で、ただひと
り最優秀フィドル奏者も獲得しているロン・スチュワー
トのカバーストーリーとタブ譜は "Crawford County"、
ロジャー・シミノフによる「プリウォーサウンド part 2」
はアール・スクラッグスの右手のアタックに関する考察、
初心者は「知っておくべき 10 のリック」、トム・アダム
ズは「タブを書こう !?」、ジャネット・デイビスのバッ
クアップは "America the Beautiful" をネタにセブンス
コードの使い方、アール・スクラッグスは先月に続いて
ジャムでの "Walking the Floor Over You" ほか。

BNL-13/01 2013 年 1 月号 ¥630-
　懐かしや！アンディ・オウエンズと来日したジェフ・
スロギンズのカバーストーリーとタブ譜は "Woodland 
Arch" と "Boundary Hunter"、そのほかアール・スクラッ
グスはシラブルで弾く "Walking the Floor Over You"、
ハーモニー研究「枯葉③」、トム・アダムズは「発見さ
れるのを待つ音たち」と題したちょっとしたアイデア集、
バックアップは "Old Spinning Wheel"、初心者コーナー
はコード進行のパターンリストほか、オールドタイム・

コーナーと、バンジョーに関する話題満載 40 頁。

■ブルーグラス・アンリミテッド誌
BU-14/02 最新 2014 年 2 月号 ¥840-
　カントリー業界ともつながりを持った兄妹ザ・ロイズ
と、マーク・ニュートンとスティーブ・トーマスの新コ
ンビをカバーストーリーに、トニー・ライスの叔父にあ
たるドブロ奏者フランク・ポインデクスターほかの特集
記事と各種コラムのほか、米国ブルーグラス情報満載の
54 頁。

BU-14/01 2014 年 1 月号 ¥840-
　マールフェス特集（表紙写真はムーンシャイナー６月
号表２と一緒だったぞ !!）のほか、毎週一度のナッシュ
ビル郊外ラブレスカフェからのライブ公開放送「ミュー
ジックシティルーツ」、バージニアのインドアフェス

「キャビンフィーバーピッキンパーティ」、ペンシルベニ
アの「ブルーグラス・オンザ・グラス」主宰者デイビス・
トレーシーらの特集記事と各種コラムのほか、米国ブ
ルーグラス情報満載の 100 頁。

BU-13/12 2013 年 12 月号 ¥840-
　IBMA（WoB）2013 のカバーストーリーと写真リポー
トほか、アラン・ジャクソン、カール・シフレット＆ビッ
グ・カントリーショウ、フィル・レッドベターの特集記
事のほか、米国ブルーグラス情報満載の 60 頁。

BU-13/11 2013 年 11 月号 ¥840-
　トム・T. ホールの妻でソングライターとしてブルー
グラスやカーターファミリーの庇護者でもあるディキ
シー・ホールのカバーストーリーほか、ウエイド・メイ
ナーとアール・スクラッグスの日本のグラナダ因縁、ブ
ルーグラス奨学金の紹介、ティム・グレイブスの新バン
ド、ファームハンズ、ブッキングエージェントのクラス
アクトなどの特集記事のほか、米国ブルーグラス情報満
載の 52 頁。

BU-13/10 2013 年 10 月号 ¥840-
　マーティ・レイボンのカバーストーリーほか、フィン
ランドのブルーバンド、ジュシ・シレンとグランドブレー
カーズ。マンドリンやギタールシアーのシム・デイリー、
ブルーグラスソングライターのジェリー・サリー、2014
年タレント・ディレクトリーなどの特集ほか、米国ブルー
グラス情報満載の 76 頁。

BU-13/09 2013 年 9 月号 ¥840-
　あたらしいトラッドグラスの形を提示するビッグ・カ
ントリー・ブルーグラスをカバーストーリーに、ジミー・
マーティントの活躍で知られるクリス・ワーナー、デイ
リー＆ビンセントのマンドリン奏者ジェフ・パーカー、
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ピーター・ワーニック博士のブルーグラスジャム法など
の特集ほか、米国ブルーグラス情報満載の 72 頁。

BU-13/08 2013 年 8 月号 ¥840-
　スティーブ・ヒューバーが復活させたウエイド・メイ
ナーの 1930 年製ギブソン・グラナダ #9530-4 をカバー
ストーリーに、今年からノースカロライナ州ローリーに
移る IBMA のワールドオブブルーグラス、その誘致に
尽力した団体パインコーン、ビル・モンローの愛人だっ
たベッシー・リー・モウルディン、そしてギブソン・ピ
ラミッド・バンジョーと呼ばれた戦前のマスタートーン・
スタイル２の物語などの特集のほか、米国ブルーグラス
情報満載の 64 頁。

BU-13/07 2013 年 7 月号 ¥840-
　ロニー・レノのカバーストーリーほか、タウンマウン
テン、デニス・マクブライド、「ヒルビリー」という言
葉の由来となった 1920 年代のバンド、ザ・ヒル・ビリー
ズの正体ほか、米国ブルーグラス情報満載の 66 頁。

BU-13/06 2013 年 6 月号 ¥840-
　リッキー・スキャッグスのカバーストーリーのほか、
リッキーのハーモニーパートナーを 18 年間努めるポー
ル・ブルースター、ライマン公会堂再建物語、ラス・カー
ソンとグレン・カーソン「バンジョーファミリートゥ
リー」、若手ヒルベンダーズなどの特集のほか、、米国ブ
ルーグラス情報満載の 70 頁。

BU-13/05 2013 年 5 月号 ¥840-
　スティールドライバーズをカバーに、ポール・ウィリ
アムズ、ジョー＆ステイシー・アイザックス、バンジョー・
サファリのアフリカ旅行記などの特集ほか、定期コラム
など米国ブルーグラス情報満載。

BU-13/04 2013 年 4 月号 ¥840-
　キャシー・キャリックとスピニー・ブラザーズをカバー
に、ジム・ハーストのソロについて、ビル・モンローや
デル・マッカーリーとの活躍で知られるトラッドグラス・
フィドラー、ビリー・ベイカーなどの特集ほか。

BU-13/02 2013 年 2 月号 ¥840-
　ジム・ローダーデイルのカバーストーリーほか、マン
ドリンのスーパーピッカー、アラン・バイビー、ギター
若手ジョーダン・タイス、オハイオのジェッツ・クリー
クなどの特集ほか。

BU-13/01 2013 年 1 月号 ¥840-
　サム・ブッシュを表紙に恒例の全米ブルーグラス・フェ
スリスト（数百箇所）と、ブリストル・リズム＆ルーツ・
リユニオン・フェス、ルディ・フェス、マウンテン・オー
プリハウスなど、各地のイベント特集に連載コラムほか。

■オールドタイム・ヘラルド誌
　内容の濃いアメリカンルーツ／オールドタイム音楽専
門誌。アメリカ伝統音楽研究に必読の良書 !!　バックナ
ンバーが揃っています。お問い合わせください。

OTH-1307 第 13 巻 7 号 ¥1,260-
　19 世紀初頭以来のモンタナのフィドル伝統特集のほ
か、ノースカロライナのフィドラー、ハワード・ジョイ
ンズ (1908-1981)、ウォルト・コーケンのハイウッズ・ス
トリングバンド物語連載「Tales from the Woods Vol.6」
はニューヨーク州の学生街イサカにて、ポール・ウェル
ズの屋根裏写真コレクションは「ハウのバイオリン教室」
など、アメリカンルーツ音楽情報満載の 52 頁。

OTH-1306 第 13 巻 6 号 ¥1,260-
　1927 年のビクターレコード主宰のブリストル・セッ
ションの翌 1928 年、ブリストルからわずか 25 マイルの
ジョンソンシティでコロムビアが行ったセッションの特
集ほか、1970 年代にホットマッドファミリーで活躍し
たバンジョー奏者リック・グッド、ウォルト・コーケン
のハイウッズ・ストリングバンド物語連載「Tales from 
the Woods Vol.6」はトミー・ジャレル訪問、ポール・ウェ
ルズの屋根裏写真コレクション古いフィドラーの写真か
ら見るフィドルの持ち方考察など、アメリカンルーツ音
楽情報満載の 52 頁。

OTH-1305 第 13 巻 5 号 ¥1,260-
　インディアナ州セイラム出身で 1930 年に８曲、フィ
ドルとバンジョー、ハーモニカ、ジョーズハープ、ジャ
グなどの楽器を使って録音を残したニコルソンズ・プレ
イヤーズ。これまで謎だった彼らのことを調べたトニー・
ラッセルの力作ほか、ウォルト・コーケンのハイウッ
ズ・ストリングバンド物語連載「Tales from the Woods 
Vol.5」はノースカロライナ州チャペルヒルでのファジー
マウンテントの出会い、ポール・ウェルズの屋根裏写真
コレクションは「フィドルとフルート」バンド集、など、
アメリカンルーツ音楽情報満載の 52 頁。

OTH-1304 第 13 巻 4 号 ¥1,260-
　ビル・モンローの "Footprints In The Snow" の原曲
を辿っていく興味深い物語のほか、ケンタッキーの伝承
音楽やフィドル音楽を蒐集する中心的な役割を担った
1946 年生まれのジョン・ハーロッドのすばらしいイン
タビュー、ウォルト・コーケンのハイウッズ・ストリン
グバンド物語連載「Tales from the Woods Vol.4」は首
都ワシントン DC のスミソニアンフェス、ポール・ウェ
ルズの屋根裏写真コレクションは「チェロ」など、アメ
リカンルーツ音楽情報満載の 52 頁。

OTH-1303 第 13 巻 3 号 ¥1,260-
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　アルバート・ハッシュ・メモリアル・フェスのリポート、
ミズーリ・フィドラーの R.P. クリステンソン、ウォルト・
コーケンの連載「Tales from the Woods Vol.3」など、オー
ルドタイム／アメリカンルーツ音楽情報満載の 52 頁。

OTH-1302 第 13 巻 2 号 ¥1,260-
　全米フェス＆キャンプガイド特集のほか、西アフリカ・
ガンビア共和国ジョラ族のアコンティング奏者ラエモウ
アヒュマ・ジャッタのインタビュー、ウォルト・コーケ
ンの「ハイウッド・ストリングバンドからの逸話②」は

「ショッティーシュ（ボヘミア起源のダンス）」など、オー
ルドタイム／アメリカンルーツ音楽情報満載の 52 頁。

OTH-1301 第 13 巻 1 号 ¥1,260-
　ダン・マーゴリーズ「ハンドメイド弦～猫と馬の尻尾
から生まれる音楽」をメイン特集に、アート・ローゼン
バウム「北部ジョージアでの１日」、ウォルト・コーケ
ン「ハイウッド・ストリングバンドからの逸話」シリー
ズ第１回など、オールドタイム／アメリカンルーツ音楽
情報満載の 52 頁。

 月刊『ムーンシャイナー』
　1983 年 11 月の創刊以来、毎月発行を続ける日本唯一
のブルーグラス月刊専門誌、31 年目です。

■定期購読：１年￥6,000- 半年￥3,300-
　お申込はお葉書やお電話、ファックスやメールでご希
望の購読開始月をお知らせ下さい。バックナンバーも含
めて、いつからでもご自由です。
　また、４月からの消費税値上がりに伴い、4 月 1 日以
降のご契約 ( ご送金分 ) については年間契約 ¥6,300- に、
半年契約については ¥3,450- と致します。何卒ご理解の
ほど、よろしくお願いします。この機会に、ぜひ定期購
読を、よろしくお願いします！

■バックナンバー：各￥525-。
　下記以外にも、アーティストや知りたい話題をお知ら
せ下さい。掲載号を探してお送りします。

MS-3104 最 新 2014 年 2 月 号（ 通 巻 364 号 ）
¥525-
　関東の重鎮バンド、ブルーサイド・オブ・ロンサム「in 
Oklahoma」のカバーストーリーほか、ノースカロライ
ナってどんなとこ？「アール・スクラッグス生家訪問」、
ジム・シューメイトとビル・モンローとアール・スクラッ
グスの出会い証言集、浪花米国南部系ルーツ音楽祭リ
ポート、札幌ブルーグラス物語り #5「ニューグラスリ
バイバル来日」、ジュニア・シスクとジョー・マリンズ
の元ネタ集、丹沢サークル「ケンタッキー制覇ツアーリ
ポート」②、日本ブルーグラス年表 #72「1978-1979 年」、

大谷大学「名取綺更」ほか、日米ブルーグラス情報満載
の 40 頁 !!

MS-3103 2014 年 1 月号（通巻 363 号）¥525-
　ジム・シューメイトとポール・ウォーレンに捧ぐ「フォ
ギーマウンテンフィドル列伝」前編、アーニャ・ヒンク
ル日本紀行「ブルーグラスアクシデント北海道編」、佐
藤コウスケ「ゴローショーとエンタメ」、丹沢サークル「ケ
ンタッキー制覇ツアー①」、知っておきたい #6「ブルー
グラス・スウィング」、馬渡 浩の札幌ブルーグラス物語
り③、「ノースカロライナってどんなとこ？②」、ブルー
グラス史観米国史 #44「セシル・シャープとオリーブ・
キャンベル」、洗足学園音楽大学「岩本歓喜」ほか、日
米ブルーグラス情報満載の 40 頁 !!

MS-3102 2013 年 12 月号（通巻 362 号）¥525-
 IBMA（WoB）2013 リポート「ノースカロライナって
どんなとこ？」、女子大生の見た「ワイドオープン・ブルー
グラス」、タヒチクラブ「新春★浪花　米国南部系ルー
ツ音楽祭」、愛媛・朝倉ブルーグラスの 25 年、馬渡 浩
の札幌ブルーグラス物語り②、知っておきたい ...#5 「フ
ラットピッカー達」、日本ブルーグラス年表 #70「1978
年」、3 大学対抗！年忘れライブ酪農学園大学「花村彩音」
ほか、日米ブルーグラス情報満載の 40 頁 !!

MS-3101 2013 年 11 月号（通巻 361 号）¥525-
　31 年目の第１号、IBMA 名誉の殿堂入りのセレモニー
で「奇跡」を起こしたトニー・ライスのスピーチほか、
第 24 回 IBMA アワードショウ・リポート、マイク・
コンプトン「ビル・モンローの魂」12 月来日、ブルー
グラス☆ポリスのデビュー CD『BG ★ PC』、馬渡浩
の札幌ブルーグラス物語り①、やぎたこ『I'll be home 
someday』、きたむらいづみ「彦根にアメリカーナ」、ハゥ
トゥプレイブルーグラス ! その伍ほか、日米ブルーグラ
ス情報満載の 40 頁 !!

MS-3012 2013 年 10 月号（通巻 360 号）¥525-
　やりました！通巻 360 号、購読してくれる皆さん、ボ
ランティアで情報や記事、写真を提供してくれる皆さん、
そんなダイハードなブルーグラスファンの皆さんのお陰
で 30 年間、何とか持ちこたえました。これからいつま
で頑張れるか、体力と根気の勝負ですかね、こうなると？
　ひきつづき皆さんのお引き立てを、何卒よろしくお願
い致します。本当に、ありがとうございます !!
　記念すべき 360 号は、日本でデビューして、最年少で
IBMA 名誉の殿堂入りをしたトニー・ライス秘話のほか、
1958 年に結成されたイースト・マウンテン・ボーイズ
が IBMA 特別功労賞を受賞するにあたって彼らの年表
と紹介、そして日本の戦前・戦後における「洋楽」の受
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容についての特集記事、中学生ソフィア美玲キャタリナ
の「ウィザー・フィドル・コンテスト」参戦記、ハゥトゥ
プレイ・ブルーグラス #4「続アールの日」、最新トラッ
ドグラス事情「レベル・レコード編」、コンサートリポー
ト「mareka & Junji vs 三津谷組」、カーター・ファミリー
とボブ・ディラン、東北大「荒川善行」、ネッシーエク
スペディション 37 年目の渡米顛末記⑤ほか、日米ブルー
グラス情報満載 !!

MS-3011 2013 年 9 月号（通巻 359 号）¥525-
フラットピッキンギターに魅せられた女性レベッカ・フ
レージャー、その初々しい半生を紹介したカバーストー
リーのほか、クレイグ・ダンカン、ビリー・スミス、マ
イク・スコットらが女性陣ふたりを加え 10 月はじめに
来日。同じ 10 月、ハンマーダルシマを初めて日本に紹
介したカレン・アッシュブルックが来日するのを機に、

「ハンマーダルシマ」の歴史と今特集。９月 28 日に「第
４回六甲ブルーグラス・タイムズ」を主催する神戸大学
の木村周平。「ハゥトゥープレイブルーグラス」シリー
ズ３回目になる最新号では、「シラブルで弾く」ことと
は？ CD+DVD を発表した原さとし (bj) と竹内信次 (m)
のトイメンシャオ。ネッシーエクスペディション 37 年
目の渡米顛末記⑤ほか、日米ブルーグラス情報満載 !!

MS-3010 最 新 2013 年 8 月 号（ 通 巻 358 号 ）
¥525-
　「ハウトゥープレイ・ブルーグラス」特集として、ブ
ルーグラス楽器奏法のつかみ方を「岸本一遥のケニー・
ベイカーから学んだこと」や「アールの日」のリポート
を軸に特集。そのほか、奥 和宏「アメリカン・ルーツ
ミュージック、ディスクでたどるアメリカ音楽史」、全
国サイマル放送一覧表と FM はしもと「しもちゃんの
“Bluegrass” でナイト」、学生プロファイル #7 は首都大
学東京「山本南希」、人口 16 人の瀬戸内海での「斎島ブ
ルーグラス」、ブルーリッジに本拠を置くマウンテン・
フィーバー・レコード社、埼玉・狭山市の美食ブルーグ
ラスレストラン「SOFT」、ネッシーエクスペディショ
ン 37 年目の渡米顛末記④ほか、日米ブルーグラス情報
満載 !!

MS-3009 2013 年 7 月号（通巻 357 号）¥525-
　第 26 回マールフェスリポート」ほか、ジョージ・ジョー
ンズ追悼「カントリーソング」後編、ジェイコブ・シャー
プ「ミプソ」来日！、菅沼工房５弦フィドル製作記⑥最
終回、井上 高とホームタウナーズ「50 年前に活躍した
プロのブルーグラスバンド」後編、学生ブルーグラス・
プロファイル #6 北海道大学「兼平愛弓」、日本ブルー
グラス年表 #65「1977 年」ほか、ネッシーエクスペディ

ション 37 年目の渡米顛末記③、1911 年ビル・モンロー
の生まれた日ほか、日米ブルーグラス情報満載 !!

MS-3008 2013 年 6 月号（通巻 356 号）¥525-
　北海道の八雲フェス特集のほか、ジョージ・ジョーン
ズ追悼「カントリーソング」前編、ブルーサイド・オブ・
ロンサムと坂本愛江、「Tri Barrel（トライバレル）」尾
崎博志、古橋一晃、河合徹三、知っておきたい #2「新
進気鋭のマンドリニストたち」、菅沼工房５弦フィドル
製作記⑤、井上 高とホームタウナーズ「50 年前に活躍
したプロのブルーグラスバンド」前編、学生ブルーグラ
ス・プロファイル #5 名古屋大学「山田遼一」、日本ブルー
グラス年表 #64「1976-77 年」ほか、日米ブルーグラス
情報満載 !!

MS-3007 2013 年 5 月号（通巻 355 号）¥525-
「フェスティバル・シーズン到来号」として、ブルーグ
ラスフェスの歴史とウィンターグラス 2013 リポート後
編のほか、ブルーグラス・リズムギター上達の近道、サー
ドタイムアウト「ブルーグラスる !?(Bluegrassed)」、知っ
ておきたいブラザーデュオ一覧、ケンタッキーのモア
ヘッド州立大学ブルーグラス科を訪ねた川合くんのすば
らしいリポート、ネッシーエクスペディション米国ツ
アー顛末記②、学生ブルーグラスプロファイル #4「米
澤 望（酪農学園大）」、菅沼工房５弦フィドル製作記④
など特集ほか。

MS-3006 2013 年 4 月号（通巻 354 号）¥525-
　今月久々に来日、東海道をバンジョー行脚するビル・
キースの大特集後編、ジェリー・ガルシアやライ・クー
ダーらとの逸話など、1963 年のビル・モンローとブルー・
グラス・ボーイズの重厚な写真をカバーに、ウィンター
グラス 2013 リポート前編、ネッシー・エクスペディショ
ン米国ツアー記①、ブルーグラス・アルバム・バンド・
リユニオン、マイク伊藤「留学のススメ」、ロストシティ
キャッツ・リユニオン、菅沼工房５弦フィドル製作記③、
学生ブルーグラスプロファイル #3「森山亮治（大谷大）」
などの特集ほか、日米ブルーグラス情報満載 !!

MS-3005 2013 年 3 月号（通巻 353 号）¥525-
　４月に久々の来日、大阪、京都、名古屋、浜松、横須賀、
東京でワークショップやコンサートをするビル・キース
をカバーストーリーに、フルアルバム『Sailing Home』
を発表し今月には全米ツアーをする女性トリオ、パイ
レーツ・カヌー、ハンク・ウィリアムズのセイクレッド
ソング解説、2012 年年発表レコード総括、菅沼工房５
弦フィドル製作記②、学生ブルーグラス断簡その壱「松
本捺美（神大）と小形奈緒子（東北大）」などの特集ほか、
日米ブルーグラス情報満載 !!
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MS-3004 2013 年 2 月号（通巻 352 号）¥525-
　ドブロのマイク・オルドリッジのカバーで追悼特集「ブ
ルーグラスを変えたドブロ奏者」ほか、ブラザーデュオ
秀作を発表した渡辺敏雄、かつてジューンアップル誌の
スタッフだった菅沼利夫「５弦フィドルへの道①」、ラ
ジオ関西「カントリーミュージック・トラベル」が今年
20 年、950 回目を迎えている DJ 阿部和則のリポート、
1946年のブルーグラス誕生の年にオープリで出会った？
ハンク・ウィリアムズとビル・モンローなどの特集ほか、
日米ブルーグラス情報満載 !!

MS-3003 2013 年 1 月号（通巻 351 号）¥525-
　アール・スクラッグスの右手の表紙写真にメイン特集
は、村片和彦のアール・スクラッグス奏法解析「俺、アー
ルやもん」と、先月号の 50 年前のフラット＆スクラッ
グス『カーネギーホール』で「マーサ・ホワイト！」を
叫んだ本人の当時のリポート「アール・スクラッグス異
聞」ほか、市川慎一郎のボジョアギター “Slope D”「バ
ンジョーキラー」修理リポート、若手ドブロ宣言「ドブ
ロだって主役！」、60 年前の 1953 年１月１日にアパラ
チア山中で息を引き取ったハンク・ウィリアムズの最後
の１年ドキュメント、フットヒル・ドライブ「アメリカ
ツアー記」などの特集ほか、日米ブルーグラス情報満載 !!

 B.O.M. 厳選、詳細解説コーナー！
（新譜／旧譜の別なく、知っておきたい情報満載の詳細
解説コーナーです ...!）

■ブルーグラス
BYGF-9122 V.A.『Herschel Sizemore: Mandolin 
in B, A Tr ibute to a Bluegrass Legend』
DVD¥2,888-（本体 ¥2,750- 55 分）
Cripple Creek(Del & Jerry McCoury, Dick Smith, 
Hersche l S izemore )/Night R id ing (De l & Je r ry 
McCoury, Dick Smith, Alan Bibey)/Rebecca(Stacy 
Grubbs Band)/Old Joe Clark(Acoustic Endeavors 
with Butch Robins)/The Tenth Day of September(The 
Travelers)/Golden Sl ippers(Roanoke Mandol in 
Ensemble= Herschel Sizemore, Alan Bibey, Dale 
Reno)/Little Willie(Kevin Baucom & Bandwagon)/I'll 
Be No Stranger There(Seldom Scene)/Cotton Eted 
Joe(Herschel Sizemore & Alan Bibey)/Washed in the 
Blood(Shenandoah Valley Cutups).
　2011 年にガン宣告を受けたハーシャル・サイズモア
(78)、翌年のベネフィットコンサートの模様を伝える
DVD 映像。1979 年に来日したデル・マッカーリー＆ディ
キシーパルズ、ハーシャルにディック・スミスとジェ

リー・マッカーリーの 1979 年の来日メンバー（フィド
ルの故ソニー・ミラー以外）が思い出を語る。デル自
身も含めて初めて食べた寿司のこと、ハーシャルはた
だ目を白黒させていたと弟ジェリー。そしてその４人
で “Cripple Creek” を演じた後、ハーシャルが早い曲を
弾ける状態ではないということでアラン・バイビーが変
わってディック・スミスのオリジナル “Night Riding”。
ちなみにこのときライブコンサートの思い出は、沼田真
さんが「デル・マッカーリー＆ディキシー・パルズ～
1979 年 12 月３日、初来日公演の記憶」としてムーンシャ
イナー誌 2010 年３月号（¥525-）に寄稿している。
　それからはインタビューと演奏が交互に紹介され、
ハーシャルの経歴、人となり、そしてその素晴らしいマ
ンドリンのヒミツ !? が語られる。まず、クリス・シー
リとジョン・ロウレスが交互に「キーが “b”」という
“Rebecca” の素晴らしさと意義について語る。２曲目は
ローカルのステイシー・グラブス・バンドによるそのス
タンダード “Rebecca”、ギターがうまかった母の名はレ
ベッカ。３曲目はブッチ・ロビンスとジョン・ロウレス
らの “Old Joe Clark”。デビッド・グリスマンがインタ
ビュー出演して 1960 年代のディキシー・ジェントルメ
ン衝撃を語る。４曲目は、コンサートの仕掛け人でも
あるマイク・コナーが参加するザ・トラベラーズ “The 
10th Day of September”。
　５曲目はシェナンドーバレーカッタップス 1971 年映
像による “Are You Washed in the Blood”、決して「今
どき」のバンドでは聴けない素晴らしい音とエネルギー
のカタマリ !!　ビル・モンローとは仲が良かったハーシャ
ル、彼が弾いているとモンローが後ろに来て、（１音ず
つクリアな流れるような 16 部音符の）「その弾き方は間
違っている」という。するとハーシャルが、「誰があな
たが正しいと言った？」と言い返す、そんな仲だったと
いう。６曲目はハーシャル、アラン・バイビー、デール・
レノによるロアノーク・マンドリン・アンサンブルによ
る “Golden Slipper”。シェナンドーカッタップスを離れ
て、ジョー・マリンズらとカントリー・グラスを結成し
てアルバム二枚を発表、J.D. クロウやサード・タイム・
アウト、サミー・シーラー、ドイル・ローソンらがハー
シャルの右手とチョップについて語る。サミー・シーラー
をダドリー・コンネル、デビッド・マクローリン、マー
シャル・ウィルボーンらの元ジョンソン・マウンテンボー
イズがバックアップする “Angeline the Baker”。
　ハーシャルと同じ日にガンを宣告された妻ジョイスが
揃って登場、「一度に家族ふたりがガンになった苦しさ
と、それでも皆さんの志に心から……」どれほど感謝し
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ているかを、アメリカ人らしくウエットにならず短く語
る。ケビン・バウコム＆バンドワゴンの “Little Willie”。
グリスマンが、「おそらくハーシャルは彼の時代でもっ
とも完璧なマンドリン奏者であったろう」など、さまざ
まなアーティストが短くコメントする。そして最後、セ
ルダム・シーンが “I'll Be No Stranger There” を演じる。
　残念ながら、わざわざニューヨークから自費で駆け
つけたパンチ・ブラザーズは権利関係で登場しないが、
バージニア州ロアノーク近辺のブルーグラスコミュニ
ティが一丸となってハーシャルのために作った心温ま
るコンサートの様子を伝えてくれる。ちなみにクリス・
シーリは昨年８月、ウォールストリートジャーナルのイ
ンタビューで自身の音楽とジャンルについて語っている
が、その始まりは “Rebecca” のバロックスタイル、そ
して終わりはブルーグラススタイルで閉めている（chris 
thile, wall street journal で検索）。
　モンロー (1911-1996) ／マクレイノルズ (1929-) ／オズ
ボーン (1931-) ら第一世代のクリエイター（創造者）たち、
ダッフィ (1934-1996) ／ウェイクフィールド (1934-) ＝グ
リスマン (1945-) ／ブッシュ (1952-) ／シーリ (1981-) らの
イノベーター（革新派）らとは一線を画し、バッサー・
クレメンツ (1928-2005) も在籍したディキシージェント
ルメン (1957-1965) でマクレイノルズ張りのクロスピッ
キンで驚かせたのち、ジミー・グドローらとと創った一
連のトレンドであるスムースでクリアな 16 部音符を持
ち味に、ボーイズ・フロム・シャイロ ('66)、ジミー・マー
ティン ('67-68)、シェナンドーカッタップス ('69-74)、カ
ントリーグラス ('74-76)、デル・マッカーリー＆ディキシー
パルズ ('78-79)、ブルーグラス・カーディナルズ ('91-95)、
そして 1995 年にハーシャル・サイズモア・バンドを結成、
活躍した。
　2011 年 10 月、同じ日に妻のジョイスとともにガンを
宣告されるという大きな試練に見舞われたハーシャル、
友人のマイク・コナーと生徒のスペンサー・ブランケン
シップのふたりの呼びかけで、翌 2012 年２月、３バン
ドではじまった小さなアイデアが、どんどん大きくなっ
てデル・マッカーリーやパンチ・ブラザーズまでが参加
を申し出る 15 バンドの大コンサートになったという。
そのことだけでも、ハーシャルがどんな人なのか、容易
に想像されるだろう。
　なお、本作の売り上げはハーシャル・サイズモア名義
でブルーグラス・トラストファンド（IBMA が創設した
互助基金＝毎秋の IBMA ファンフェスなどの収益がス
トックされ通常５千万円程の基金が困窮するブルーグラ
ス関係者のために準備されている）に寄付される。

　「人々が費用と時間をかけて来てくれる。それはただ
“ウワーッすごい” というようなものではありません。
あまりにも恐れ多いことなんです」と、冒頭で述べるハー
シャル、それはわれわれがこれまでの演奏や映像からイ
メージしていた通り、ものすごく礼儀正しく真摯な人と
なりなのだろう。音楽映像作品としては標準点かもしれ
ないが、ブルーグラス映像としては愛情のこもった、コ
ミュニティ映画として素晴らしいものだと思う。

PCR-6039 ROSE LEE & JOE MAPHIS with the 
KENTUCKY COLONELS featuring CLARENCE 
WHITE CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
Flowers on the Sunny Side/Why Do you Weep, Dear 
Willow/There'll Come A Time/Maple on the Hill/
Teardrops Falling in the Snow/Put My Little Shoes 
Away/Lonesome Train/Little Rosewood Casket/Whiskey 
Is The Devil/Speak To Me Little Darlin'/Little Mother of 
the Hills/Picture on the Wall/(Bonus) Hot Corn, Cold 
Corn/Blue Ridge Mountain Blues Singing All Day and 
Dinner on the Ground. 全 15 曲
　1962 年１月９日と 10 日にハリウッドのキャピトルの
スタジオで録音され、同年 10 月に発表された早弾きギ
タリストとして知られるジョー・メイフィスのキャピト
ル移籍第一作にして、妻ローズリーとのコンビ名義では
初めてのアルバムは、デビュー作『Bluegrass America』

（62 年９月録音 63 年 10 月発表）に先立つ、ケンタッキー
カーネルズが全曲でバックアップにした貴重なセッショ
ン作品が初そんな貴重なセッション作品が CD で初めて
日の目を見る。マルチプレイヤーで「弦の王様」とも呼
ばれたジョー・メイフィスのギター、バンジョーほかに、
ローランド・ホワイトが兵役のために不参加でクラレン
ス・ホワイト、ビリー・レイ・レイザム、リロイ・マッ
ク、ロジャー・ブッシュのカーネルズに、ジェリー・サ
ンダースのフィドル。
　一曲目、歌のバックの G- ランはクラレンスかなぁ？
　なら、フレージングは違うがトーンが同じで、さらに
ドン・レノのギターフレーズ（元はビル・モンローのマ
ンドリン・フレーズ）が出てくるギターブレイクはジョー
ではなく、クラレンスではないのか……、なんとなく品
がないネ、などと楽しい想像、いや妄想（かもしれな
い）をしながら聴くと、めちゃくちゃ楽しい作品となる。
……あーだめだ、レノ・フレーズはそののち明らかに
ジョーのギターで出てくる。そうすると、最初の３曲で
聴こえてくるギターはジョーだろう。４曲目ではジョー
が 12 弦ギターのようなものを弾いていて、クラレンス
のリズムギターがよく聴こえてくる……、そしてロー
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ズリーのブルージーな歌い回しに影響されたのか彼女
の “Teardrops Falling in the Snow” や “Put My Little 
Shoes Away” での入魂 G- ラン（ワンパターンだが !?）、
全編の G- ランは、のちに『Bluegrass America』で極め
たレスターというよりモンローのブルーグラスボーイズ
調であることも面白い。“Lonesome Train” ではジョー
の弾くバンジョー……、つまりギターはクラレンスひと
りという状態でのリズムのまとまり方に、彼の品のいい
バランス感覚を聴き取ることも出来る、かな。おそら
く次の “Little Rosewood Casket” ではオートハープを
ジョーが弾いていることから、リード楽器を邪魔せずに
寄り添うような、17 歳とは思えない実に趣味の良いラ
ンとクラレンスのリズム作りが伺えたりする……等々、
最後には、おそらくジョーのギターが中心的に活躍する
“Picture on the Wall” でのリードギターが創るメロディ
とリズムを、それら全編から微かに聴こえるクラレンス
のサウンドと比べると、失礼ながら明らかなギタータッ
チに、長幼とは無縁の天性の輝きを聴き取ることが出来
る、とわたしは思う。ちなみにジョーは TV 映画「ボナ
ンザ」のテーマなどで知られる、本職はダブルネックの
エレキギター奏者なのだ。
　余談だがこの年、1962 年４月、ドック・ワトソンは
クラレンス・アッシュリーら初のツアーでロサンゼルス
のライブハウス、アッシュグローブにやって来る。その
ときの録音が２枚組 CD でフォークウェイズから発表さ
れているが、ボーカル物のバックアップで聴かれるドッ
クの信じがたいパッセージや、フィドルチューンとして
演奏された “Fire on the Mountain ” でのフラットピッ
キンに瞠目したのだろう 17 歳のクラレンス、このジョー
とのコネクションで 1962 年９月、Bluegrass America 
録音（1963 年 10 月発売、金主のジョー・メイフィスと
ジョニー・ボンドはスタンレーブラザーズをプロデュー
サとして雇い、カーターはエンジニアリングもしたとい
う）につづく、そののちわずか 10 年程しか活躍できな
かった早世の天才ギタリスト、クラレンス・ホワイトに
とっては重要な年だったのだろう。またこの年は、９月
から TV 映画シリーズ「じゃじゃ馬億万長者」がはじま
り、12 月の８日にはフラット＆スクラッグスがカーネ
ギーホールコンサートを成功させるなど、ブルーグラス
がいよいよアパラチアから世界に進出しはじめる年でも
ある。
　ちなみに 1950 年代のジョー・メイフィスのハリウッ
ド録音をプロデュースしたのはドン・ロウ、フラット＆
スクラッグスの中期プロデューサーとなる人物だ。リロ
イ・マックとジョッシュ・グレイブズとの間柄や、のち

にホワイト兄弟がナッシュビルに行ったときにフラット
＆スクラッグスと親しく会ったり、アール・スクラッグ
ス・レビューのドラマーとしてジョーの息子、ジョディ・
メイフィスが参加したのもそんなつながりかもしれな
い。
　本作は今から 52 年前、クラレンスにとって決定的な
年となる 1962 年のはじめ、おそらくドック・ワトソン
の存在を知らないクラレンスが録音した 12 曲のスタジ
オセッション。とにかく、ボーナスに３曲のライブと３
分の映像（1962 年５月 29 日の TV『ジェリー・ルイス・
ショウ』にコミックバンドの一員としてジョー・メイフィ
スとともにカーネルズがチラッと登場＝バック・オウエ
ンズとマール・ハガードの元妻ボニー・オウエンズもい
るらしい）もあるが、そんなのなくてもこの LP にある
事実だけで充分、どこからでも楽しみを探すことが出来
る重要な LP アルバム復刻だと思う。音楽的には当時の
フォークブーム便乗モノの１枚に過ぎないかもしれない
が、ブルーグラスフリークにはたまらない面白さが聴き
取れる作品なのだ。
　ちなみにケンタッキーカーネルズ関連作品は……

M-109 KENTUCKY COLONELS『Bluegrass 
America』CD¥2,888-( 本体 ¥2,750-)（限定、紙ジャ
ケット仕様、歌詞付）
　1962 年９月に録音、翌年 10 月に発売されたケンタッ
キー・カーネルズの記念すべきデビュー盤に３曲のボー
ナストラックを付けた特別限定版全 17 曲。ローランド・
ホワイトが兵役のために不参加ながら、当時彼らが愛し
てやまなかったフラット＆スクラッグス・サウンドとそ
のグルーヴに一歩でも近づこうとしたアーリー・ブルー
グラスの名盤である。ムーンシャイナー誌 2009 年８月
号の連載「クラレンス・ホワイト物語⑥」にて、このア
ルバムの前後の出来事が詳しく語られている。

VAN-77004 KENTUCKY COLONELS『Long 
Journey Home』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　1964 年のニューポート・フォーク・フェスに登場し
たケンタッキー・カーネルズ、ローランド (m) ＆クラレ
ンス・ホワイト (g)、ビリー・レイ・レイザム (bj)、ロジャー・
ブッシュ (bs)。全 23 曲のうち、6 曲のドック・ワトソン
とクラレンスのギターワークショップ、2 曲のローラン
ドとクラレンスによるブラザーデュオ、そして 4 曲のビ
ル・キースのバンジョー・インストへのバックアップが
含まれている『Livin' in the Past』（現在品切れ中、オー
ダー歓迎）と並び称せられるブルーグラスライブ秀作で
ある。

OXCD-6033 BUSH, LATHUM & WHITE
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『Legenda r y Ken tucky Co l one l s ' T r i o』
CD¥2,363-（本体 ¥2,250-）
　1964 年というから、あの『Appalachian Swing』（現
在廃盤）を発表した翌年、クラレンス・ホワイト、ビリー・
レイサム、ロジャー・ブッシュの３人が練習していると
ころを収めたチョー貴重な録音。

RW-0001 NEW KENTUCKY COLONELS『Live 
in Holland 1973』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　クラレンス・ホワイトが事故で亡くなる２ヶ月前、兄
のエリックとローランド、そしてハーブ・ピーダセンと
ともにオランダをツアー。本作は、そのときに彼らのブ
ルーグラス魂を爆発させた、2013 年夏に発表された未
発表ライブである。クラレンスの生ギターが縦横に駆け
巡り、そのリズム／ビートに引っ張られるようにローラ
ンドのマンドリンとハーブのバンジョー、そしてエリッ
クのすばらしいスラップベース。全員がブルーグラスを
することに集中していくさまが手に取るように感じられ
る貴重な録音である。

　クラレンス・ホワイト関連作品は……
OXCD-6023 CLARENCE WHITE『33 Acoustic 
Guitar Instrumentals』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-
）
  ブルーグラス・フラットピッキン・ギターに無限の可
能性を与えることになるクラレンス・ホワイトがリー
ド・ギターに取り組みはじめた 1962 年、ロジャー・ブッ
シュのリズムギターをバックに、スタンレーブラザーズ
のジョージ・シャフラー・スタイルのクロスピッキン奏
法を中心に収めたホームレコーディング 33 曲集。地味
ではあるが、クラレンス・ギターの原点として、そのベー
シックを学ぶ第一歩。

SXCD-6030S CLARENCE WHITE『White 
Lighetnin' Special Edition』CD+DVDR¥2,888-
( 本体 ¥2,750-)
　クラレンス・ホワイトのおもにストリング・ベンダー
を駆使したエレキギタリストとしての録音を集めた CD
アルバム（アコギはバーズの "Sally Goodin" を含み３
曲）に、ザ・バーズ時代の "Truck Stop Girl" と "Take a 
Whiff on Me" のボーナス DVD が付いた２枚組、６カッ
ト以外の 12 曲は初 CD 化だという。

OXCD-6009　MULESKINNER『A Portpourri of 
the Bluegrass Jam』CD¥2,888-( 本体 ¥2,750-) 
　クラレンス・ホワイト、デビッド・グリスマン、リチャー
ド・グリーン、ピーター・ローワン、ビル・キース、ジョ
ン・カーンによるスーパーバンド、ミュールスキナー唯
一の 1973 年スタジオ録音盤。元ビル・モンローのブルー

グラス・ボーイたちによるニューグラス。そしてクラレ
ンス・ホワイトのギター（アコギとエレキの双方収録）
の完成形を味わえる秀作。廃盤限定入荷品につき売り切
れゴメン。

SHDVD-1001 MULESKINER DVD¥3,098-（本
体 ¥2,950-）
　上記のジャムバンドとして 30 分のテレビ番組に出演、
奇跡的にそのVTRが残っていたDVD映像。この後、ワー
ナー・ブラザーズに歴史的な上記名盤を残すことになる
彼ら、このテレビ出演ではトラッドを中心に、ブルーグ
ラスを思いっ切り楽しんで演じている。1970年代、ブルー
グラスが大きく変わっていく原動力となった彼らが、し
かし、トラッドグラスへの愛情とすばらしい演奏を残し
た奇跡的な、永遠のお宝映像である。

SZCD-6026 CLARENCE WHITE『Flatpick』
CD ２枚組限定盤 ¥3,098-( 本体 ¥2,950-)
　シエラ・レコードが発掘したクラレンス・ホワイトの
未発表音源集の特別限定盤。ディスク１はレギュラー盤

『Flatpik』(RHY-1024) と同じ練習テイク 19 曲。そして
ディスク２が本作のみ限定という 15 曲で、1970 年、バー
ズ在籍中のクラレンスがロジャー・ブッシュのリズム・
ギターを伴って２チャンネル・ステレオで録音した９曲
と、ギター・インストラクション・テープからの３曲、
73 年春のライヴ・テイク２曲、そして最後にハンクの
"Lost Highway" を唄う。クラレンスの息遣いとアドリ
ブ発想方法が手に取るように感じられる秀作である。

RW-CTAB CLARENCE WHITE『The Essential 
Clarence White Bluegrass Guitar Leads』102
頁 Book+CD ２枚組 ¥6,930-（本体 ¥6,600-）
 　不世出の天才ギタリスト、クラレンス・ホワイトの
教則本が兄、ローランド・ホワイトとその妻ダイアン・
ボウスカの手によって完成。クラレンスの奏法の基礎と
なったクロスピッキンをみっちり学べる秀作。14 曲の
オリジナル録音 CD と、ローランドやミッシー・レイン
ズ (bs) によるリズム・トラックのカラオケ CD の２枚組、
そして各曲ごとにスティーブ・ポティアとマット・フリ
ナーによる詳細な技術解説と楽譜とタブ譜。また、本書
にローランドが書いたホワイト家とクラレンスや家族、
そしてその音楽軌跡は、ムーンシャイナー誌 2009 年３
月号から 10 月号まで、８回の連載で翻訳されている（各
¥525-）。

ACD-81 OLD & IN THE WAY『Live at the 
Bording House: Complete Shows』CD ４枚組
¥5,775-（本体 ¥5,500-）
(Disc 1) total time: 49:25
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On and On/I'm On My Way Back to the Old Home/
Catfish John//Lonesome Fiddle Blues/Land of the 
Navajo/Down Where the River Bends/I Ain't Broke 
But I'm Badly Bent/Lost/Kissimee Kid/Lonesome L.A. 
Cowboy/Pig in a Pen/Wild Horses/Midnight Moonlight.
(Dusc 2) total time: 52:55
Muleskinner Blues/Goin' to the Races/Old and in the 
Way/Old and in the Way Breakdown/Panama Red/Hard 
Hearted/That High Lonesome Sound/The Hobo Song/
Drifting Too Far From the Shore/Angel Band/Wicked 
Path of Sin/Home Is Where the Heart Is/Uncle Pen/
Orange Blossom Special/Blue Mule.
(Disc 3) total time: 47.22
Home is Where the Heart Is/Love Please Come Home/
Down Where The River Bends/Kissimee Kid/Pig in a 
Pen/Uncle Pen/Panama Red/Midnight Moonlight/White 
Dove/Wild Horses/Orange Blossom Special/Old and in 
the Way/Lonesome Fiddle Blues.
(Disc 4) total time: 55:35
On And On/Land of the Navajo/Catfish John/Til the 
End of the World Rolls 'Round/Drifting Too Far from the 
Shore/I'm Knocking On Your Door/Old and in the Way 
Breakdown/You'll Find Her Name Written There/Jerry's 
Breakdown/The Great Pretender/Working on a Building/
High Lonesome Sound/Wicked Path Of Sin/Blue Mule.
　1973 年 10 月８日にサンフランシスコのボーディング
ハウスでライブ収録された 10 曲を収めたアルバム『Old 
& In The Way』（1975 年発売、現在廃盤）が、ブルー
グラス作品とされる映画『オーブラザー』サントラ盤

（2000 年作）の 700 万枚に次ぐ売り上げを誇る……でも、
実質上、現在なお、ブルーグラスバンドのアルバムとし
てもっとも売れた作品と言えるオールド＆イン・ザ・ウェ
イ。その時代と存在自体がブルーグラス史上に大きな意
味持つ偉大なバンドの正体を知るのにはうってつけ、10
月１日の同地でのライブを含む２日間に渡るライブを完
全収録した全 55 曲集。
　天才バッサー・クレメンツ (f)、驚異のアルバム売上
をもたらしたアメリカンロックヒーロー、グレイトフル
デッドの故ジェリー・ガルシア (bj)、ドーグ音楽創始者
デビッド・グリスマン (m)、故ジョン・カーン (bs)、ピー
ター・ローワン (g) の５人組。モンローをはじめバラン
スよくトラッドグラスの粋を集め、バズ・バズビーやエ
ド・メイフィールドら通をうならせるシブイ選曲などと
ともに、カルトグラスとも言える時代の狂気と毒も含ん
だすごい演奏が聴ける。これはやっぱ、フツーじゃな

い……よネ !?　われらが小森谷巨匠の写真が素晴らしい
ぞ !! ちょうど 40 年前、1970 年代に青春した人のノスタ
ルジー !? にも……強力お勧め！
　ちなみにデビッド・グリスマンの最近作は……。

ACD-66 DAVID GRISMAN QUINTET『Dawg's 
Groove』CD¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　デビッド・グリスマン・クインテットのスタジオ録音
としてはもっとも近年の作品。

ACD-75 DAVID GRISMAN QUINTET『25th 
Year Reunion Concert』CDR¥2,573-（本体
¥2,450-）
　1976 年に結成されて 25 年目の 2001 年、初期メンバー
を集めデビュー盤全 10 曲を順に演じきり、さらに３曲
を追加した全 13 曲ライブ 78 分。

ACD-76 DAVID GRISMAN FOLK JAZZ TRIO
『with Jim Hurst & Sam Grisman』CD¥2,573-（本
体 ¥2,450-）
　「一音入魂」のグリスマンと息子サム・グリスマン (bs)
がリードギターの味わいトーンとフレージングを誇るジ
ム・ハーストとのトリオで、アパラチアンフォーク風味
の究極アコースティックポエム。

ACD-79 DEL & DAWG『Hardcore Bluegrass in 
the Dawg House』CDR¥2,573-（本体 ¥2,450-）
　デル・マッカーリーとデビッド・グリスマンがドーグ
スタジオで 1990 年代に録り溜めたハードコア・ブルー
グラス名演カバー 16 曲集。

ACD-80　DAVID GRISMAN BLUEGRASS 
EXPERIENCE『Muddy Roads』CD 2,573-( 本
体 2,450-)
　最新作品は「15 歳のわたしに刻印された（中略）曲
と歌への臣従の礼です」という、クラレンス・アッシュ
リーとドック・ワトソンのフィールドレコーディングに
捧げられた彼のソウルミュージック。

RCSI-1102 IRENE KELLEY『Pennsylvania 
Coal』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
You Don't Run Across My Mind/Feels Like Home/
Pennsylvania Coal/Breakin ' Even/My Flower/
Rattlesnake Rattler/Sister's Heart/Things We Never 
Did/Angels Around Her/Better With Time/Garden Of 
Dreams/You Are Mine (bonus). 全 12 曲
　アイリーン・ケリー、エミルー・ハリスによって確立
されたカントリー／フォークのデリケートで甘く抑制さ
れたボーカルの持ち主は、北部アパラチアのペンシルベ
ニア州ラトローブ出身。1980 年代にはビーンブロッサ
ムやクリンチマウンテンのフェスなどでも歌ったという
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し、19 歳のときに仲間のブルーグラッサー達がバージニ
アやノースカロライナ、テネシーの歌ばかり歌うのに反
発して自身のペンシルバニアを歌った曲 “Pennsylvania 
Is My Home” を作曲、注目を浴びたことからソングラ
イティングに目覚めたというからブルーグラスバンド出
身のようだ。1983 年に夫婦でナッシュビルに移ってか
らメジャーの MCA でシングルデビュー、89 年にはアル
バムを創るも陽の目を見ず、しかしロレッタ・リンやア
ラン・ジャクソンらメジャーカントリースターをはじめ、
クレア・リンチ、ザ・ホワイツ、スティーブンス・シス
ターズ、オズボーン・ブラザーズなど、多くのブルーグ
ラスによってもカバーされてきた優秀なソングライター
となる。
　そんな彼女、最初のアルバム『Simple Life』(1999) や
前作『Thunderbirds』(2005) からほぼ 10 年、おそらく
子育ても一段落（ふたりの娘はともにシンガーとして本
作に参加）、前２作のアコースティックカントリーから
一転、最新第３作はマーク・フェイン (bs)、ブライアン・
サットン (g,bj)、ステュアート・ダンカン (f)、アダム・
ステッフィ (m)、リン・ウィリアムズ (perc) が基本バン
ドの、自身のルーツであるブルーグラスに戻った作品だ
という（2009 年に子供向けミニアルバムがある）。
　一曲目の出だし、ウキウキしてしまうこのベースとバ
ンジョーを聴いただけで、「ウッ！」と引っかかってし
まう素晴らしいキャッチーなサウンドは（ハーモニーは
ダリン・ビンセント！）、さすがのメンツによるこのの
ち全編に及ぶ、えも言えぬ「タッチ」。いくらポップに
聴こえても、このリズムとコードに乗ったメロディの取
り方、それがとても「ブルーグラス」なのが、このレベ
ルの連中の凄いところだ。基本的にはバンジョーレス（ブ
ライアンのユニークなスリーフィンガーやクロウハン
マー以外）だけど、ブルーグラスバンジョーロールがき
れいに絡まる曲も多いので、女性ブルーグラスバンドに
はお勧めの曲が一杯だ。
　曲ごとのハーモニーも、とてもよく練られていて、ト
リーシャ・イヤーウッドとボニー・キーンによる女性ト
リオハーモニー “Better with Time” なんぞは（ブライ
アンのフィンガーピッキンバンジョーとともに）もう
……、またオープリで父のラジオから聴いた “You Are 
My Flower”（娘たちの子守唄にしていた）をテーマに
した曲は娘ジャスティナ・ケリーとの共作でクレア・リ
ンチとのトリオハーモニーが……、一曲目のダリン・ビ
ンセントや “Things We Never Did” でのカール・ジャ
クソンとのハモなど男性陣も歌い隊も秀逸。
　若い才能が次々とあたらしい感覚で女性ブルーグラス

に新風を吹き込む 21 世紀、70 年代以来のベーシックな
感覚で創られた曲がどれもわたしの琴線を揺すぶるアイ
リーン・ケリー、ちょっとしたヒットじゃないだろうか
……!?　裏表紙の写真は自身の祖父が写っている炭鉱、
17 歳でポーランドから移民としてやってきて、２度と
両親に会うこともなく、80 年代にブラックラング（黒
肺塵症）で亡くなったという実話 “Pennsylvania Coal”
など、全曲オリジナル。そのデリケートな感性とキャッ
チーな声質と詩を、ベース奏者ならではの、リズムとメ
ロディの基本を見据えたマーク・フェインのプロデュー
スが秀逸である。強力お勧めのメチャ素晴らしい女性ブ
ルーグラス秀作である。

REB-1850 RALPH STANLEY & RALPH 
STANLEY II『Side by Side』CD¥2,573-( 本体
¥2,450-)
Wild Bill Jones/Carolina Mountain Home/Dirty Black 
Coal/Walking With You In My Dreams/Don’ t Step Over 
An Old Love/Battle Ax/Are You Waiting Just For Me/
White & Pink Flowers/A Little At A Time/Darling Little 
Joe/Don’ t Weep For Me/Six Months Ain’ t Long/
Nobody Answered Me/I’ ve Still Got 99. 14 曲
　スタンレーブラザーズとして活躍中、1966 年に兄カー
ターを亡くしてから、よりアパラチアのトラッドを鮮明
にしつつ、同時にフィドラーの故カーリー・レイ・クラ
インとベースの故ジャック・クックとともに、弾けるよ
うな「スタンレーサウンド」と呼ばれる独自のブルーグ
ラスサウンドを確立したラルフ・スタンレー＆クリン
チ・マウンテン・ボーイズ。この最新作でもジョン・リ
グスビー (f,m) のプロデュースのもと、スティーブ・ス
パークマン (bj) の完ぺきなスタンレーサウンドを堪能さ
せてくれる、文句無しの伝統である。ただ人間国宝ラル
フ、とても素晴らしかった 2011 年の前作『A Mother's 
Prayer』(REB-1840 ¥2,573-) と比べると少し張りがなく
なったかな？……が、それも年輪の味わいとなるマウン
テンサウンドが嬉しい。
　スタンレーサウンドの素は、おそらくジャック・クッ
クのモンロービートと、カーリー・レイ・クラインのオー
ルドタイムフィドルのシャッフルにあって、そこにラル
フの一直線なスリーフィンガーが乗っかったことで生ま
れたのではないか？と想像する。そしてギターはあくま
でもダウンビートを強調したツービートをキープ、愚直
なまでに４弦以下のコード (G フォームの場合、２弦は
開放よ !) を厳しくダウンストロークする。これがフラッ
ト＆スクラッグスのレスター・フラットのバウンシーな
グルーヴやビル・モンローのジミー・マーティンのタイ
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トなドライブとは一線を画するストリングバンド風ツー
ビートのトランス状態を生み出し、ラルフのバンジョー
がアールのデリカシーとは縁遠いワンパターンのロール
をはめ込み、そこにイースタンケンタッキーからクリン
チマウンテン地方独特の方言が自然に乗っかると「スタ
ンレーサウンド」の完成。
　従ってそのボーカルは個性や説得力を込めるのではな
く、一見淡々と白けたように歌うことがカッコいいので
あって、そのロイ・リー・センターズからキース・ウィッ
トリーに受け継がれたコツを二世は見事に心得ている、
と思うのである。やっぱ、スタンレーブラザーズ名曲“Are 
You Waiting Just For Me” や “A Little At A Time” を
聴くと、たまらなくグッと来てしまう。息子ラルフ二世、
そして孫ネイサン・スタンレー……、ラルフの「スタン
レーサウンド」は確実に受け継がれていく。

UM-07 RHONDA VINCENT『1Only Me』CD
２枚組 ¥2,888-（本体 ¥2,750-）
Bluegrass: Busy City/I'd Rather Hear I Don't Love You 
(Than Nothing At All)/Only Me (featuring Willie Nelson)/
I Need Somebody Bad Tonight/We Must Have Been 
Out of Our Minds (featuring Daryle Singletary)/It's Never 
Too Late.
Country: Teardrops Over You/Once A Day/Beneath Still 
Waters/Bright Lights & Country Music/When The Grass 
Grows Over Me/Drivin' Nails.
　ブルーグラス・クィーン、ロンダ・ビンセントの最新
作は、ブルーグラスを聴かせる１枚目と、カントリーの
２枚目の２枚組、各６曲全 12 曲。あるファンはロンダ
の声は、カントリーを歌うには「ブルーグラス過ぎる」
と言われ、ブルーグラスを歌うと、ファンは「彼女のカ
ントリーがいいのに」という。で、ロンダはブルーグラ
スかカントリーか、どちらのシンガーだと思っているだ
ろうか？　ロンダ曰く、「わたしの声はすべてにおいて
公分母です。この作品ではいつものブルーグラスショウ
と何ら変わりない声と歌い方で、わたしのさまざまな面
を表現しています。どれもが唯一わたし “Only Me” な
んです」という。
　1962 年生まれというから今年 52 歳、３人兄弟の長女
で、弟にデイリー＆ビンセントのダリンがいる通り、５
代に渡る音楽一家で、ロンダも５歳のときからサリー・
マウンテン・ショウというファミリーバンドで歌い始め、
1970 年、８歳でマンドリンを弾きはじめ “Muleskinner 
Blues” を初録音、学校が終わった後は宿題そっち家で
毎晩、祖父がやって来てジャム、そののち弟たちが楽器
を弾ける年齢になって以来、ずっとバンド活動をしてき

た。1983 年に結婚、ふたりの娘を育てている（３人目
の娘も生まれたが 1990 年、幼児期に亡くしている）。
　1988 年に初ソロアルバム『New Dreams & Sunshine』
をベラ・フレックやラス・バレンバーグ、ジェリー・ダ
グラスらをバックに発表、この作品ですでに一曲ずつ、
交互にブルーグラスとカントリーの二刀流である。テレ
ビのオーディション番組で優勝して 1993 年と 96 年、２
枚のメジャーカントリー作品を出すも大きなヒットはせ
ず、2000 年に『Back Home Again』でブルーグラスに
戻ってからは絶好調で、ブルーグラス・クィーンと呼ば
れるようになっている。余談だが長女サリーはうちの娘
と ETSU で同級生だったが、バンドのフィドラー、ハ
ンター・ベリーと 2010 年に結婚しており、子育ても終
えて向かうところ敵なし、現在もタイトなツアースケ
ジュールでイケイケである。
　で本作、ブレント・バークの強烈なドブロほか、ジョッ
シュ・ウィリアムズ (g) とハンター・ベリー (f)、アーロ
ン・マクダリス (bj) ら若手のバカ・テクニックと完璧な
ハーモニーに、なーんとウィリー・ネルソンがすごく気
持ちのいいタイトル曲でゲストというブルーグラスの１
枚目。一方カントリーは、ティム・クロウチ (f)、マイク・
ジョンソン (steel g)、ジェイムズ・ミッチェル (eg)、キャ
サリーン・マークス (piano)、ロニー・ウィルソン (drums)、
カール・ジャクソン (g)。むせぶスティールとフィドル
など決して邪魔をしないバックアップで、結構有名なカ
バー曲をしっとり歌うカントリーの２枚目（最後のオ
ズボーンも取り上げていたアーネスト・タブの “Drivin' 
My Nails in My Coffin” は、この曲のみのマイク・ジョ
ンソン (steel g) を迎えた強力ウエスタンスウィングは別
＝ティムのフィドルはブルーグラス出身と分かるフレー
ジングだけど……凄いよ）。
　ロンダにとっては大好きなブルーグラスもカントリー
も、根は同じ、身に染みついたものなんだろう。ただ聴
く方は、楽器が全然違うんだし、リズムの突っ込み方
も、電気とアコースティックによるコードのまとまり方
も違う。……どちらが善し悪しではなく、やっぱ違うも
のを聴いているワケで、つまり、CD の入れ替えも嬉し
い、２度楽しめるお得な作品というワケである。どちら
かというカントリーはレイドバックするし、ブルーグラ
スはドライブするといったそれぞれのスタイルらしさは
もちろん、ブルーグラスで演じるドロドロのホンキート
ンクカントリーにおけるハーモニー／アコースティック
のコードの美しさ、カントリーで演じるシンガーの気持
ちをくみ取った控え目なバックの美しさ、それぞれの美
学の中に唯一無二のロンダがいる。
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PATUX-247 FRANK WAKEFIELD & TAYLOR 
BAKER『& Friends』CD¥2,573-( 本体 ¥2,450-) 
Echo Blues/Beautiful Dreamer/Ghost Riders in The 
Sky/Home Sweet Home/Beer Barrel Polka/Under the 
Double Eagle/Red River Valley/The Girl I Left Behind 
Me/The Last Thing on My Mind/Red Wing/Bonaparte's 
Retreat/Golden Slippers/Jesus Loves His Mandolin 
Player No. 1/Arkansas Traveler/My Old Kentucky 
Home/When You and I Were Young Maggie/Rockwood. 
全 16 曲
　アルバムのコンセプトを示すような一曲目のオリジナ
ル “Echo Blues” でその偉大さを再認識させてくれるフ
ランク・ウェイクフィールド (79 歳 ) 最新作は、近年の
トップグループ（アーティスト）が目指す完ぺきなテク
ニック／サウンド志向とは対照的な、ブルーグラスが本
来持つもうひとつの側面、「ヒトの弾く音の本質」を引
き出すヒューマンな会話するジャムとして秀逸な作品。
フランクにとっては孫のような 24 歳のテイラー・ベイ
カー（弟ジェシーはバンジョー奏者として現在、トップ
グループのひとつデイリー＆ビンセントで活躍中）や、
19 歳のマルチプレイヤーでここではギターを弾くブレ
ネン・アーンストといった若者を相手に上記、馴染みの
メロディで「音の本質」をさとすように聴かせる。
　フランク・ウェイクフィールドは 1934 年６月 26 日、
東テネシーのエモリーギャップ出身、ヘビを使うことで
知られるペンテコスタル派教会に通いギターやハーモニ
カを学び、学校には通わず、大人になって文字を覚えた
という環境で育ったと言う、いわゆる本物のヒルビリー
か？　16 歳のときにオハイオ州デイトンに移り同時に
マンドリンを弾きはじめている（現在ニューヨーク州在
住）。1950 年、ビル・モンローのマンドリンがもっとも
先鋭化した時期と重なる。モンローは 1976 年、「わたし
の音楽にフランク・ウェイクフィールドほど近づいた者
はいない」と語っている。
　そんなモンローの魂を、おそらく完璧に理解した最初
のひとりとして 18 歳のときに出会ったレッド・アレン
とともに、ブルーグラス音楽の本質を探究しはじめてい
る。そののち、短期間ジミー・マーティン (1958) やスタ
ンレー・ブラザーズ (1959) に参加したが、1960 年レッド・
アレンと再編したケンタッキアンズでの活躍が、わが
レッドクレイのアルバム（RC-104 CD¥2,079-）も含めて
有名だ。1964年にはニューヨークでグリーンブライアー・
ボーイズに参加、超大名盤アルバム『Better Than Late 
Never』(1966) を残している（廃盤だが 13 曲中 11 曲
が CD ２枚組ベスト盤『Best of the Vanguard Years』

¥2,888- に収められている）。そののち、彼を尊敬するジェ
リー・ガルシアのグレイトフル・デッドやニューライダー
ズオブパープルセージ（デビッド・ネルソンとはコンビ
も組んだ）、ボストン・ポップオーケストラやエミルー・
ハリスなどと共演している。来日したときは光栄にも我
が家に滞在、家族は毎朝８時からマンドリン練習を聴か
された……。
　彼の書いた “New Camptown Races” (1957 年発表 ) 
や “Rondo” (1963 年発表 ) はブルーグラスマンドリンの
クラシックである。彼を師と仰ぐデビッド・グリスマン
は、「彼はブルーグラスマンドリンの原子を分裂させま
した。それ以来われわれは、明らかに同じではありませ
ん」とその絶大な影響について述べている。つまりフラ
ンクは、モンローの感覚的なアルペジオやタイミングを
明確なポリフォニー（和声）とポリリズム（複合リズム）
に置き換えて見せたのではないかと思う。
　決してスリルと興奮に満ちたスーパーピッキンとドッ
キマリのアンサンブルではないけれど、誰もが口ずさむ
ことのできるメロディで、優しくシンプルな音の会話を
するような、それでいてブルーグラスマンドリンの魂が
貫かれた、幸いにバンジョーレスの、マンドリン好き＝
楽器好きにはたまらない秀作。
　ちなみにフランク・ウェイクフィールド最近作

PATUX-182 FRANK WAKEFIELD『A Tribute 
to Bill Monroe』(¥2,573-)
　ビル・モンロー生誕 100 年に発表されたディープなモ
ンロー曲集 2011 年作。ブルーグラスの基本を再訪

PATUX-227 FRANK WAKEFIELD『Ownself 
Blues』(¥2,573-)
　衰えぬオリジナル創作も凄い 2009 年作品。上記とと
もにマンドリンファンに強力お勧め。

ACD-11 RED ALLEN & FRANK WAKEFIELD
『Kitchen Tapes』(¥2,573-)
　レッド・アレンとのジャムをデビッド・グリスマンが
録音したもの。

RC-104 RED ALLEN & FRANK WAKEFIELD
『with Don Stover, Kenny Kosek, Kevin Smyth, 
Greg & Neal Allen』(¥2,079-)
我がレッドクレイ・レコードが発表したレッド・アレン
＆フランク・ウェイクフィールドの渋いトラッドグラス
作品、

■カントリー
CHROME5007 V.A.『Maverick Country』CD ４
枚組 ¥4,463-（本体 ¥4,250-）
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(Disc 1)　
1. Puttin' on the Style - Vernon Dalhart/2. Sail Away 
Ladies - Uncle Dave Macon/ 3. Hallelujah I'm a 
Bum - Harry McClintock/4. Tramp's Mother - Goebel 
Reeves/5. Wonderful City - Sara Carter, Jimmie 
Rodgers/6. Ain't We Crazy - Bradley Kincaid/7. 
Yodelling Bagman - Tex Morton/8. Will the Circle Be 
Unbroken - Roy Acuff/9. Peach Picking Time in Georgia 
- Riley Puckett/10. Have I Told You Lately That I Love 
You - Gene Autry/11. When the Rains Tumble Down in 
July - Slim Dusty/12. Song of the Water Wheel - Buddy 
Starcher/13. Smoke! Smoke! Smoke! That Cigarette - 
Tex Williams/14. Bouquet of Roses - Eddy Arnold/15. 
Chime Bells - Elton Britt/16. Tramp on the Street - Bill 
Carlisle/17. Signed Sealed and Delivered - Cowboy 
Copas/18. Deck of Cards - T. Texas Tyler/19. Candy 
Kisses - George Morgan/20. I'm So Lonesome I Could 
Cry - Hank Williams/21. San Antonio Rose - Bob Wills 
and His Texas Playboys/22. Little White Church - Mac 
Wiseman/23. I'll Go on Alone - Marty Robbins/24. Turn 
Around - Carl Perkins/25. You Win Again - Jerry Lee 
Lewis
(Disc 2)
1. T for Texas (Blue Yodel No. 1) - Jimmie Rodgers/2. 
Muscle Shoal Blues - DeFord Bailey/3. Wildwood 
Flower - The Carter Family/4. Lovesick Blues - Emmett 
Miller/5. If the River Was Whiskey - Charlie Poole/6. 
Keyhole in the Door - Jimmie Davis/7. My Mary - Milton 
Brown/8. Are You from Dixie - The Blue Sky Boys/9. 
Orange Blossom Special - The Rouse Brothers/10. 
Walking the Floor Over You - Ernest Tubb/11. Divorce 
Me C.O.D. - Merle Travis/12. (Our Own) Jole Blon 
- Roy Acuff/13. Life Gets Tee-Jus, Don't It - Carson 
Robison/14. Tennessee Waltz - Pee Wee King & His 
Golden West Cowboys/15. Guitar Boogie - Arthur 
"Guitar Boogie" Smith/16. Blues Stay Away from Me 
- The Delmore Brothers/17. I Love You Because - 
Leon Payne/18. I Never See Maggie Alone - Kenny 
Roberts/19. White Dove - The Stanley Brothers/20. 
Take It Away Leon - Leon Mcauliffe & His Western 
Swing Band/21. If You've Got the Money, I've Got the 
Time - Lefty Frizzell/22. Setting the Woods on Fire - 
Porter Wagoner/23. Jambalaya (On the Bayou) - Hank 
Williams/24. Folsom Prison Blues - Johnny Cash/25. 
Walking After Midnight - Patsy Cline

(Disc 3)
1. Wreck of the Old '97 - Vernon Dalhar t/2. In 
the Jailhouse Now - Jimmie Rodgers/3. Little Red 
Caboose Behind the Train - Paul Warmack & His 
Gully Jumpers/4. Wabash Cannonball - The Carter 
Family/5. Old Shep - Red Foley/6. They Took the 
Stars Out of Heaven - Floyd Tillman/7. Oklahoma Hills 
- Jack Guthrie/8. Kentucky Waltz - Bill Monroe & His 
Bluegrass Boys/9. Move It on Over - Hank Williams/10. 
I'm My Own Grandpa - Lonzo And Oscar/11. Pan 
American - Hank Williams/12. I'll Sail My Ship Alone - 
Moon Mullican/13. Chicken Hearted - Jim Reeves/14. 
Vision of My Mother - The Stanley Brothers/15. 
Gathering Flowers for the Master's Bouquet - The 
Stanley Brothers/16. Slipping Around - Jimmy Wakely, 
Margaret Whiting/17. Roses Are Red - Don Gibson/18. 
Slippin' Around with Jole Blon - Bud Messner And His 
Sky Line Boys/19. Missing in Action - Jim Eanes And 
The Shenandoah Valley Boys/20. Beers and Pinballs - 
Claude King/21. Back Street Affair - Webb Pierce/22. 
Heart's Hall of Fame - Marvin Rainwater/23. Wild Side 
of Life - Hank Thompson & His Brazos Valley Boys/24. 
It Wasn't God Who Mad Honky Tonk Angels - Kitty 
Wells/25. Satisfied Mind - Porter Wagoner
(Disc 4)
1. When The Work's All Done This Fall - Carl T. 
Sprague/2. Little Joe the Wrangler - Jules Verne 
Allen/3. Goodbye Old Paint - Harry McClintock/4. 
Lone Star Trail - Ken Maynard/5. Cowhand's Last Ride 
- Jimmie Rodgers/6. Strawberry Roan - Bill Boyd & 
His Cowboy Ramblers/7. Cattle Call - Tex Owens/8. I 
Want to Be a Cowboy's Sweetheart - Patsy Montana/9. 
Cool Water - The Sons of the Pioneers/10. Back in the 
Saddle Again - Gene Autry/11. Texas Cowboy - Hank 
Snow/12. Sitting by the Old Corral - Wilf Carter/13. 
Pistol Packing Mama - Al Dexter/14. Last Round Up - 
Johnny Bond/15. I've Sold My Saddle for an Old Guitar 
- Eddie Dean/16. Riding Down the Canyon - Jesse 
Rogers/17. Tumbling Tumbleweeds - The Sons of the 
Pioneers/18. Don't Fence Me In - Roy Rogers/19. Dim 
Narrow Trail - Texas Ruby/20. There's an Empty Cot 
in the Bunkhouse - Jimmy Wakely/21. Arizona Waltz - 
Rex Allen/22. Mule Train - Tennessee Ernie Ford/23. 
High Noon - Tex Ritter/24. Four-Legged Friend - Roy 
Rogers/25. Indian Love Call - Slim Whitman



33

　1924 年、南部音楽として初めて全米ヒットし、ミリ
オンセラーを記録したバーノン・ダルハートの “Wreck 
of the Old '97”（Disc 3 に収録）をはじめ、1950 年代半
ばまでの、いわゆるヒルビリー臭一杯の、つまり、本物
のカントリー音楽の魂を持った曲をうまく集めた全 100
曲。アーリーカントリー（主にいわゆるオールドタイム
と呼ばれる）からクラシックカントリー（いわゆるウエ
スタンスウィングからホンキートンク）を一望するコン
ピレーションの決定盤だろう。プレスリーの登場とそれ
に対抗するかのようなポップなナッシュビルサウンドが
台頭する前、「サイコーの荒っぽくて (roughest)、生々
しい (rawest)、本物のカントリー音楽」の重要なアーティ
テストと曲が網羅されている。
　一曲目のハーモニカ、ジョーズハープなどを駆使して、
バイオリニストが弾くフィドルをメインにストーリーテ
リングといった風のバーノン・ダルハートのノベルティ
ソング “Puttin On The Style” (Edison record #52118)
から 100 曲目のスリム・ホイットマン “Indian Love 
Call”まで、もちろん代表曲が主だが、それぞれのアーティ
ストのシビアな選曲、たとえばブルーグラスではフラッ
ト＆スクラッグスを取り上げずにスタンレーを選ぶなど
に、「なかなかやるのう……!?」というところ。
　イギリスのウェブマガジン『Country Music People』
のヒュー・ウィルソンと英国公共放送 BBC の毎週日曜
日午後５時から７時まで『Sounds Country』の DJ、ス
ペンサー・リーのふたりが選曲、64 頁に及ぶ冊子を担
当している。

 B.O.M. ご利用方法
　ビー・オー・エムのニューズレターは会員制ではなく、
商品の定期購買者に無料でお届けしています。一定期間、 
弊社からの商品のお買上げがない場合、勝手ながらレ
ターの発送をストップさせて頂きますので、ご了承下さ
い。
1). このニューズレターで紹介する商品は、ニューズレ
ター発行時点で、すべて在庫しています。
2). ハガキやお電話、ファックス、E メイル等で、封筒の
お名前の下の６桁お客様コード番号とお名前と共に、ご
希望の商品コードをお知らせ下さい。
3). 通常ご注文から１週間以内にはお届けします。ただ、
レター掲載時には充分な在庫を心掛けていますが品切れ
になった場合、再入荷を期して発送が遅れる場合もあり
ますのでご了承ください。
4). 基本送料は下記の通りです。
CD/DVD 全国均一、１枚 ¥180-、２枚 ¥210-、３枚以上、

もしくは ¥8,000- 以上お買い上げの場合、送料全国無料 !! 
（ただし、特定地域、特定商品などについては、別途加
算の場合があります。お問い合せ下さい）
5). お支払は、品物を受け取られてから１週間以内に同
封請求書（代金 + 送料 + 消費税）をご確認の上、郵便
振替や銀行振込でお願いします。
●郵便振替＝ 01160-8-74352
●三井住友銀行・宝塚支店＝普通 1229492
●池田銀行・宝塚支店＝普通 2330116
　　　　㈱ビー・オー・エム・サービス　宛て
●ジャパンネット銀行 本店営業部（ホンテン）
普通預 金 店番号 - 口座番号 001-1340424
　カ）ビーオーエムサービス
●クレジットカード払いをご希望の方は PayPal を通じ
てお支払いいただけます。e-mail で請求書及びお支払い
URL をお送りしますのでご注文の際毎ににお申し出下
さい。
また Visa, Master Card, AMEX でのお支払いはご注文
時に電話でお伺いすることもできますのでお問合せくだ
さい。

( 株 ) ビー・オー・エム・サービス
●〒 665-0842 兵庫県宝塚市川面 6-5-18
● tel.0797-87-0561
( 営業時間：月～金の午前 10 時～午後５時。なお祝日は
休みをいただきます )
● fax.0797-86-5184(24 時間 )
● http://www.bomserv.com/
● E-mail：info@bomserv.com
　ビー・オー・エム・サービスのホームページでは随時、
最新入荷案内やニュースを更新しています。ニューズレ
ター、在庫リスト、ムーンシャイナー誌バックナンバー
なども紹介しています。最新情報の更新案内をメールで
ご希望の方はお申し出ください。


